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● こ の 度 は
、 ヤ マ ト 科 学 の プ ロ グ ラ ム 低 温 恒 温 器ＩＮ シ リ ー ズ を

お 買 い 上 げ い た だ き ま し て、 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま し た。

● 本 器 を 正 し く 使 っ て い た だ く た め に、 お 使 い の 前 に、
こ の

「取扱説明書」 と 「保証書」 をよ くお読みく ださい。
お 読 み に な っ た 後 は

、 「保 証 書」 と と も に い つ で も 使 用 で き

る よ う に 大 切 に 保 管 し て く だ さ い。

警告１取扱説明書本文 に出 てくる重要警告事項の部 分は製

品 を 使 用 す る 前 に 注 意 深 く 読 み、 よ く 理 解 して く だ さ い。



．
＝ ク ≡

こ の ぺ 一 ジ は 切 り 取 っ て 何 時 で も 見 ら れ る よ う に 保 管 し て く だ さ い。

異 常 サ イ ン と エ ラ ー コ ー ド／原 因

櫃 温度センサの異常です

・ 異 常 サ イ ン 点 減

・ 圏 ］点減

干 トライ アッ ク 回路 の

故障です

・ 異 常 サ イ ン 点 滅

匪 囮点減

噌 ヒー タ の 断線 です

・ 異 常 サ イ ン点 減

・ 囲 点滅

ド メ イ ンリ レーの不 良です

・ 異 常 サ イ ン 点 減

・匡 こ 囮 点減

写 冷凍機の異常です

・ 異 常 サ イ ン点 減

・圓 二 團 点減

｛ 電子回路の不良です

・ 異 常 サ イ ン 点 減

・直 二国 点減

雫 電子回路の不良です

・ 異 常 サ イ ン点 減

・ 旺 点減

処置の しかた

こ れ ら の エ ラ ー コ ー ド が で ま し た ら、

エ ラ ー コ ー ド を 記 録 し
、

本 体 前 面 右

の電 源スイ ッチを直 ち に 「切」 に し

て く だ さ い。

・ 異 常 が 起 こ っ た 場 合 は、 部 晶 の 交 換

も しく は装置の点検 が必 要と なりま

す。 お買 い上げの販 売店 か弊 社営業

所
、

サ ー ビス 部 門 ま で ご 連 絡 く だ さ

い。 な お 連 絡 の 際 に は
、 必 ず 発 生 し

た エ ラ ー コ ー ド を お 知 ら せ く だ さ い
。



ぺ 一 ジ

■ ご 使用 前 に 口 特 長 １

□ 必 ず お 守 り く だ さ い ２ － ３

口 各 部 の 名 前 と 働 き ４ ～ ８

□ 据 え 付 け か た と 使 用 前 の 準 備 ９

口 運 転 方 法 の 簡 単 な 説 明 １０

口 冷 凍 機 の 霜 取 り に つ い て １０－１１

■ 装 置の 異 常 に つ い て １２

■ 定 値 運 転 の しか た □ 定 値 運 野 の しが た １３

・ 電 源 ス イ ッ チ Ｏ Ｎ か ら の 操 作 １４

・ 運 転 中 の 設 定 温 度 の 変 更

ロ プ ロ グ ラ ム 運 転 の し か た １５－１６

・ 電 源 ス イ ッ チ Ｏ Ｎ か ら の 操 作

口 他 の 運 転 モ ー ド に 移 り た い 時 １７～１８

・ ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ ブ 運 転 に 移 り た い 時 １９～２０

・ 定 値 運 転 中 に プ ロ グラ ム 運 転 に 移 り た い 時 ２１

・ プ ロ グ ラ ム 運 転 か ら 定 値 運 転 に 移 り た い 時 ２２

・ プロ グラ ム 運 転 か ら 他 の プ ロ グ ラ ム運 転 に 移 りた い時

■ 機 能 メ ニ ュ ー の 使 い 方 ・ メ ニ ュ ー の 内 容 ２３－２７

・ サ ブ表 示 切 り 換 え の 使 い 方 ２８

・ パ ネ ル キ ー ロ ッ ク の 設 定 と 解 除 の し か た ２９

・ 異 常 時 ビー プ 音 の 設 定 と 解 除 の しか た ３０

・ ホ ー ル ド機 能 の 設 定 と 解 除 の しか た ３１

・ 時 刻 ／ 時 間 の 切 り 換 え の し か た ３２

・ 日 付 ／ 時 刻 の 設 定 の し か た ３３

・ 冷 凍 機 の 除霜 運 転 開 始 ／ 停 止 の しか た ３４

・ 冷 凍 機 の サイ クル 除 霜 運転 パラ メ ータ 設 定の しか た ３５

・ 冷 凍 機 の 冷 凍運 転 モ ー ド （連 続 ・ サ イ ク ル） 設 定 の ３６

しが た

・ エ ス ケ ー プ 機 能 の 使 い が た ３７

・ 強 制 運 転 停 止機 能 （ア ボ ー ト 機 能） の 使 い か た ３８

・ プ リ セ ッ ト 温 度 の 登 録 の し か た ３９－４０

・ プ リ セ ッ ト 温 度 の 呼 ぴ 出 し か た ４１～４２

・ プ リ セ ッ ト 温 度 の 取 り や め か た ４１－４２

・ 通 信 ロ ッ ク ア ウ ト の 設 定 と 解 除 の し か た ４３

プ ロ グ ラ ム を 組 む に は ※ ・ プ ロ グ ラ ム の 構 成 ４４～４５

・ プ ロ グ ラ ム の 入 力 の し か た ４６－５２

・ プ ロ グ ラ ム の 編 集 の し か た ５３ －５４

・ プ ロ グ ラ ム の 削 除 の し か た ５５

■ お 手 入 れ の しか た □ 日 常 の 点 検 ・ お 手 入 れ ５６

口 長 期 間 使 用 しな い と き は、 あ る い は 廃 棄 す る と き

■ ア フタ ー サ ー ビス と 保 証 口 修 理 を 依 頼 さ れる と き は ５７

口 故 障 か な ？ と 思 っ た ら

■ 仕 様 ５８

■ 結 線 ５９

■ 交 換 部 品 表 ６０

■ 表 示 文 字 の 説 明 ６１｝６２

■ ｌＶ 型 操 作 手 順 ６３－６４

※ 水 色 の ぺ 一 ジ に な っ て い ま す。



プロ グラム低温恒温 器 ｌＮ６００ １Ｎ８００は次 の よ う な 特 長 を 持 っ て い ま す。

Ｌ 繊 環方式
● ファンにより強制循環させま すから、 高精度の温度調 節、 均 一な器内温度 分布が得

ら れ ま す。

● 強化 ガラス製の内扉 がありま すから、 器内の温度を乱 す事 なく 試料の状態 を観 察で

き ま す。

２
マイ如コンと．タを手織● 設 定 が 容易 な 対 話 型 キ ー 入 力。 ２つ の 表示 器 の 指 示 に 従 っ て パ ラメ ー タ を 入 力 す る だ

け で よ く、 重 複 ・ 誤 入力 が あ り ま せ ん。

● ブ ロ グ ラ ム 運 転 が 可 能。 勾 配 運転、 繰 り 返 し運 転 等 の プ ロ グ ラ ム を ト ー タ ル１６セ グ

メ ン ト以 内 で あ れ ば、 任 意 本 数設 定 で き ま す。

● ク イ ック オ ー トス トッ ブ機 能 があ り ま す。 定 値 運 転 を 実 行 中、 希 望 の 時 間 経過 後 に

運転を停止させる設定ができます。

３
働、な機、
● 使用 上のミスや機械の故障に対 し、 自 己診 断機能が 「異常サイ ン」 で知らせま す。

● よ く 使用 さ 札る 温 度 を１０点 ま で登 録で き、 簡 単 に呼 出 す こ と がで き る 温 度 プリ セ ッ

ト 機 能 が あ り ま す。

● 設定値等を ガー ドするパネル キー ロック機能や積算時 間計機能も標 準装備さ れてい

ま す。

４
システム乃 プが可能

●外部 通信機 能、 温度 出力端子 等による機 能の 拡充や外 部警 報端子、 独 立過昇防止器

等 に よ る安 全 性 の 向 上な ど豊 富 な 標準 外 付 属 晶 で シ ス テ ム ア ッ ブが 可 能 で す。



据えつけるときは

▲ 危 険

１
． ア．スを必ずとつてくださし、

● 漏電 によ る感 電事 故 を さ け る た め に 必 ず アー ス を と

っ て く だ さ い。

ア ー ス 端 子 が な い 場 合

コ ン セ ン ト は 接 地 型 コ ン セ ン ト を 便 用 さ れ る こ と を

お す す め し ま す 。

接 地 型 コ ン セ ン ト

ブ
電 源プラ ー

紅

こ の 場 合 は 第 ３ 種 接 地 工 事 が 必 要 とな り ま す の でお 買

い 上 げ の販 売 店 ま た は 当 社 営 業 所 に ご相 談 く だ さ い。

１
．
９

電 源 プ ラ グ を 接 地 型 コ ン セ ン ト に 差 し 込 ん で く だ さ い。

２極 タ イ プ コ ン セ ン ト を ご 使 用 の 場 合。

２
。 鑓 場所にご瞳くださし、

口 １

０

２ 極タ イ プ

コ ン セ ン ト

ア ー ス 線

標 準 外 付属 晶 の 接 地 ア ダ プタ を 電 源 プ ラ グに差 し込 み、

コ ン セ ン ト 側 の 極 性 を 確 認 の 上、 接 続 し て く だ さ い。

ま た、 接 地 ア ダ プタ の アー ス 線 （緑 色） は、 電 源 設 備 側

の ア ー ス 端 子 に 接 続 し て く だ さ い。

● 特 に 次 の よ う な 場 所 へ の 設 置 は、 し な い で く だ さ い。

可 燃 性 ガ ス、 腐 食 危 険 性 ガス の 発 生 して いる 所

・ 周 囲 温 度 が ３ ５℃ 以 上 にな る 所

温 度 差 の は げ し い所

・ 湿 気 の 多 い 所

・ 直 射 日 光 の 当 た る 所

振 動 の 多 い 所

● 側 面 ・ 背 面 は１５ｃｍ 以 上 の ス ペ ー ス を あ け て く だ さ い。

３
．

電源。壇 用の配電盤やコンセント．島
● 電 気 容 量 に 適 合 し た 配 電 盤、 コ ン セ ン ト を ご使 用 く

だ さ い。

電 気 容 量 ：

ｌＮ６００ ＡＣ１ＯＯＶ １ＯＡ

１Ｎ８００ ＡＣ１ＯＯＶ １２Ａ

△ 注 意

１
。 改造はしなしてください

● 故 障 の原 因 にな り ま す の で お 客 様 に よ る 改 造 は 絶対

に し な い で く だ さ い。

ｚ
秤な場所に言鑓してください

● 水 平 に据 え 付 けま せ ん と 思 わ ぬ トラ ブ ル や 故 障 を

引 き 起 こ し か ね ま せ ん。

改遣

×



ご使用になるときは

△ 危 険

１
。使用できなし醐

● 本器 は 防 爆 構 造 で は あ り ま せ 机

可燃 性 ・ 爆 発 性 が あ る 成 分 を 含 ん だ 試 料 の 乾 燥 や 処

理は 絶 対 に行 わ な い で く だ さ い。

×

ｏ
撮発性

×
団 可燃性

△ 注 意

１
． 謝は分散させて言鑓

●棚 板 の 耐 荷 重 は 等 分 布 荷 重 で１５ｋｇで す。 試 料 は で

き る・だ け 分 散 さ せ て 設 置 し て く だ さ い。

試 料

２
．スペ．スを空けて識斗を言鑓

●言丈料を 入 れ す ぎ ま す と 正 常 な 温 度 制 御 が で き な く な

るこ と が あ り ま す。 温 度 精 度 を 確 保 す る た め、 棚 板

に は３０％ 以 上 の ス ペ ース を 空 けて 試 料 を 設 置 し てく

だ さ い
。

リ １…
棚 板

棚板空きスペースは３０％以上に

３
．こん 熾斗は要注意、、

腐食性の冒弍料

● 主 要 経 路 に は ス テ ン レ ス 鋼ＳＵＳ３０４を 使用 し て お り ま す が、 強 酸 箸 には 腐 食 さ れ る こ と が あ り ま す の

で ご 注 意 く だ さ い。 ま た、
パ ッ キ ン の 塩 ビ ゴ ム は 酸、 ア ル カ リ、 オ イ ル、 有 機 系 溶 剤 等 に 腐 食 さ れ

る こ と が あ り ま す の で、 ご 注 意 く だ さ い。

● フ ァ ン 吹き 出 し付 近 に 試 料 を置 きま すと、 温 度精 度 の 低下 や 試 料 自 体 に 風の 影 響 を あ た え る 場 合 が

あ り ます ので
、

で きる 限 り 試料 を 置 かな い よう に して く だ さ い。 特 に培 地 の 乾 燥 が 早 く な り ま す の

で 極 力、 機 内 中 央 に 置 く よ う に して く だ さ い。

● 低 温 で 運 転す る 場 合、 蒸 発 器 に 大 量 に霜 が付 着 し ま す と、 冷 凍 能力 が低 下 し て 設 定 温 度 が 保 て な く

な る 事 があ り ま す。 水 分 を 多く 含 む 試料 を 入 れた 場 合 は特 に 蒸 発 器 へ の 着霜 が 多 く な り ま す の で、

ご注 意く だ さ い。 霜 観 測 窓 に よ り 霜 を 確 認 しま し た ら、 霜 取 り を 行 っ て く だ さ い。

● ケー ブ ル 導入 孔 よ り 電 源 を 引き 込 み、 器 内 で 機 器 の 運 転 を す る 事 が 出 来ま す。 但 し、 熱負 荷 の 大 き

い機 器 類 は器 内 温 度 が 上 昇 しま す の で使 用 で きま せ ん。
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三 … ‘ ’
一

操作 パネ ル

８
．

９
．

１ ０
．

１１
．

測 定 温 度

冒昼冒冒
○ ヒ ー タ

定伯運転 朋 舶 ○待 欄

○ プログラム運転 ○ 冷 凍 機

運転メニュー ▲ 能メニュー

実 行

１
．

２

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

１． メ ィ ン 表 示 器

２． サ ブ 表 示 器

３． ヒ ー タ ラ ン プ

４、 待 機 ラ ン プ

５．
冷 凍 機 ラ ン プ

６． 機 能 メ こ ユ ー キ ー

７． ア ッ プ ・ ダ ウ ン キ ー

８． ブ ラ イ ン ド ウ イ ン ド ウ

９． 運 転 モ ー ド表 示 灯

１０． 運 転 メ ニ ュ ー キ ー

１１１ 実 行 キ ー

主 に槽 内 の 温 度 を 表 示 し ま す

設 定 温 度、 残 り 時 間、 実 行 プロ グ ラ ム の 内 容 等 の 情 報 を 表示 し ま す

ヒー タ に 通 電 さ れ て い る 時 に点 灯 しま す

プロ グ ラ ム 運 転 等 が実 行 前 の待 機 状 態の 時 に 点 灯 しま す

冷 凍 機 が 運 転 さ れ て い る 時 に 点 灯 しま す

： 種々 の 機 能 を 選 択 す る 時 に 使用 しま す

： 設 定 値 を 変 え る 時 に使 用 し ま す

通 常 は 何 も 表 示 さ れま せ ん が、 機 器 が 異 常 状 態に な っ た 時 に

「異 常」 ラ ン プ が、
ま た

、
オ プ シ ョ ン の 通 信 樵 能 を 使 用 し た 時 に

「リ モ ー ト」 ラ ン プ が 点 灯 しま す

定値 運 転 か ブ ロ グ ラ ム 運 転 か を 点 灯 表 示 しま す

運 転 の モ ー ドを 切 り 換 え る 時 に 使 用 しま す

設 定値 や モ ー ドを 確 定 す る 時 に使 用 しま す



据 えつ けか た と使用 前 の準 備

△ 注 意

１
。 水平な場所に言鑓 してくださし、

２
．傾．面．背面に１ ㎞ 以上のスペ．スをとつてくだ さ い。

１５ｃｍ 以 上

× １５ｃｍ以 上

１５ｃｍ 以 上

３
．電源プラグをコンセントに差し込んでくださし、

コ ン セ ン トは 接 地型 コ ン セ ン トを 使 用 さ れξ こ と を

お す す め し ま す。

２ 極 タ イ プ コ ン セ ン トを ご使 用 の 場 合

接 地 ア ダ プタ 電 源 プ ラ グ
接 地 型 コ ンセ ン ト

ブ
鵬 プラー０１ 紅

ア ー ス 線

△ 危 険

● 感 電 事 故 を さ け る た め に接 地 型 コ ン セ ン トを 使用 さ

れ る こ と を お す す め し ま す。

２極 タ イ ブ コ ン セ ン ト を ご使 用 の 場合 に は 標 準 外 付

属 品 の 接 地 ア ダ ブタ を 使用 し て 頂 き、 接 地ア ダ プタ

の ア ース 線を 電 源 設備 側 の ア ー ス に 接 続 して く だ さ

い
。

● 接 地 ア ダ ブタ の ア ー ス 線 は ガス 管 や 水 道管 に は接 続

し な い で く だ さ い。

● 分岐 コ ン セ ン ト は 発 熱 な ど の原 因 と な り 危 険 です の

で
、 使 用 し な い で く だ さ い。

● 可燃 性 ガス、 腐 食 性 ガ ス の 発 生 して いる 所 に は 設 置

し な い で く だ さ い。

９



運転方 法の簡 単な説明

ユ 定値 連 転

目 標 の 温 度 を 設 定 して、 そ の 温 度 に 一 定 に 保 つ 運 転 方 法 で す。

→ 操 作 方 法 は１３～１４ぺ 一 ジ を ご 覧 く だ さ い。

２ ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ プ 運 転

定 値 運 転 時 に、 希 望 の 時 間 経 過 後 に 運 転 を 停 止 さ せ る 運 転 方 法 で す。

→ 操 作 方 法 は１７～１８ぺ 一 ジ を ご 覧 く だ さ い。

３ ブ ロ グ ラ ム 運 転

希 望 の 時聞 後 に 運 転 を 開 始 さ せ た り、 希 望 の 時 間で 温 度 を 変 更さ せ た り、 そ の 温 度 変 更 を 繰 り

返 し た り でき る 運 転 方 法 で す。

→ 操 作 方 法 は１５～１６ぺ 一 ジ お よ び 桝 ～５４ぺ 一 ジ を ご 覧 く だ さ い。

△ 注意

● 運転 中 の 運 転 状 態 は 電 源 を 切 っ て も 記 憶 して お り、 電 源 再 投 入 時 は 電 源 を 切 る 直 前 の 運 転 を継 続 し

て 運 転 し ま す。 運 転 方 法 を 変 更 す る 場 合 は、 １７～２２ぺ 一 ジ を ご 覧 く だ さ い。

冷 凍 犠 の 霜 取 リ に つ い て

低 温 で 運 転 す る 場 合、 冷 凍 機 の蒸 発 器 に 大 量 に 霜 が 付 着 しま す と、 冷 凍 機 能力 が低 下 して 設 定 温 度 が

保 て な く な る こ と があ り ま す。ＩＮ ６００／８００ で は 槽 内 の奥 に覗 き 窓 が あ り、 蒸 発 器 へ の霜 付 き 具 合 が

見 え る よ う に な っ て い ま す。 霜 付 き の 速 度 は、 次 の 条 件 に よ り 違 い が あ り ま す。

（ユ） 使用する温度

（２） 外 部 の温 度 ・ 湿 度

（３） 槽内の試料の状態

低 温 で 使 用 す る 方 が霜 が付 き 易 く な り ま す

外 部 の 温 度 が低 い 方 が、 ま た 外 部 の 湿 度 が 高 い 方 が 霜 が 付 き 易 く

な り ま す

水 分 が 多 い と 霜 が付 き易 く な り ま す

ＩＮ ６００／８００ では 霜付 き対 策 と して 次 の 運 転 を 設 定 す る こ と が で き ま す の で、
ご 使 用 の 状 態 に 合 わ せ

て 設 定 し て く だ さ い。 こ れ ら の 運 転 は 定 値 運 転、 ブ ロ グ ラ ム 運 転 と は 別 に、 機 能 メ ニ ュ ー で 設 定 を 行

な う も の で、 定 値 運 転 時 ・ ブ ロ グ ラ ム 運 転 時 と も 有 効 に 働 き ま す。

ユ タ イ マ 除霜 運 転 （運 転 開 始 は 手 動、 停 止 は 自 動）

槽 内 の 覗き 窓 か ら見 て
、 霜 が 大 量 に 付 着 し て い る 場 合 は タ イ マ 除 霜 運 転 を 行 な っ て く だ さ い。

タ イ マ 除 霜 運 転 時 は 温 度 制 御 は 一 時 停 止 し、 ヒ ー タ、 送 風 フ ァ ン も 一 時 停 止 し ま す。

タ イ マ 除 霜 運 転 は、 運 転 の 開 始 は 手動 で 行 いま す が、 内 蔵タ イ マ に よ り 約１０分 間 運 転 を 行 い、 自

動 で 停 止 し ま す。 （温 度 制 御 が 再 開す る の は、 冷凍 機 の 予 冷 時 間 を 含 め ま す と 除 霜 開 始 か ら 約１３

分 後 と な り ま す） 。
→ 操 作 方 法 は３４ぺ 一 ジ を ご 覧 く だ さ い。

△ 注 意

● 除 霜 運 転 時 は使 用 温 度 に より 違 いま す が、 槽内２０℃ で 槽内 温 度 が 約 ３ ℃ 上 昇 しま す の で・ 試 料 等

に影 響 があ る 場 合 は ご注 意 く ださ い。ま た、 こ の 時 の表 示 温 度 は１０℃ 以 上 上昇 す る 場 合 が あ りま す。
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冷 凍機 の 購 取 り につ い て

２ サ イ ク ル 除 霜 運 転 （運 転 開 始、 停 止 と も 自 動）

長 期 間 装置 を 運 転 す る 場 合 は、 サイ ク ル 除霜 運 転を 設定 する こと が 有 効 で す。 サイ ク ル 除霜 運 転

は、 運 転期 間 お よ び 停 止 の 期 間を 設 定 して お き ま す と、 自動 的 に 設 定 した 時 間 間 隔 で 除霜 運 転 一

運 転停 止 を 繰 り 返 す こ と が で きま す。 通常 の 場 合 は 一日 に 一 回１０分 間 程 度 運 転 を 行 な え ば霜 取 り

は 可 能 です が、 使用 す る 条 件 によ り 霜 の付 き 具 合 が 違い ま す の で、 そ れ に 応 じ た 設 定 を 行 っ て く

だ さ い。

除 霜 運 転 時 は 温 度 制 御 は 一 時 停 止 し、 ヒー タ、 送 風 フ ァ ン も 一 時 停 止 しま す。 温 度 制 御 が 再 開 す

る の は、 設 定 した 運 転期 間 に 冷 凍機 の 予 冷 時間３ 分 間 を加 算 し た 時 問 後 と な り ま す。

→ 操 作 方 法 は３５ぺ 一 ジ を御 覧 く ださ い。

△ 注意

● 除 霜 運 転 時 は 除 霜 時 間、 使 用 温 度 によ り 違 いま す が、 槽 内２０℃ で１０分 間 運 転 す る と 槽 内 温 度 が 約 ３

℃ 上 昇 し ま す の で、 試料 等 に 影 響 が あ る 場 合 は ご 注 意く だ さ い。 ま た、 こ の 時 表示 温 度 は１０℃ 以 上

上 昇 す る こ と が あり ま す。

３ 冷 凍 機 の 冷 凍連 転 モ ー ド （連 読 ・サ イ ク ル） の 設 定

冷 凍 機 の 運 転 を 遵 続 で は な く、 運 転 → 一 時 停 止 → 運 転 → 一 時 停 止 を 繰 り 返 し 行 なう （サ イ ク ル 運

転） こ と に よ り、 霜 の付 着 を 低 減 す る こ と が 出 来 ま す。 冷 凍 運 転 モ ー ドは、 冷 凍 機 を 連 続 運 転、

サ イ ク ル 運 転ま た は 停 止 状 態 に 設 定 で き る 機 能 で す。 サイ ク ル 運 転 は、 冷 凍 機 を１２分 間 運 転 一 約

８分 間 停 止を 繰 り 返 しま す。 但 し設 定 温 度 が１Ｏ℃ 以 下 の 場 合 は、 冷 凍 能 力 の 関係 で 冷 凍 機 は 自 動

的 に違 続 運 転 に な り ま す （冷 凍 機 が 停 止 状 態 に 設 定 して あ る 場 合 は設 定温 度 が １Ｏ℃ 以 下 で も 停 止

とな り ま す） 。

温 度調 節 精 度 を 重 視 す る 場 合 は連 続 運 転、 長 期 運 転 時 に 霜 の 付 着 量低 減を 重 視 す る 場 合 はサ イク

ル 運 転 を 設 定 し て く だ さ い （連 続 運 転 に 比 較 し て 温 度 調 節 精 度 は 若 干 悪く な り ま す） 。 ま た、 サ

イ ク ル 運 転 を 設 定 す る こ と に よ り、 試 料 の 水 分 の乾 燥 を 低 減 す る こ と が で き ま す。 ま た 冷 凍 機 の

運 転 が 必 要 な い 場 合 は
、 冷 凍 機 停 止 を 設 定 して く だ さ い （設 定 温 度 が ψ．１℃ 以 上 の場 合 は 冷 凍 機

は 自 動 的 に 停 止 と な り ま す） 。
→ 操 作 方 法 は３６ぺ 一 ジ を ご覧 く ださ い。

△ 注意

●サ イ ク ル 運 転 を 設 定 し た場 合で も、 使 用 する 条 件 によ り霜 の付 き 具 合 が 違 い ま す ので、 長 期 間 運 転

し た 場 合 は 霜 の付 着 量 が多 く な って いく こ と があ りま す。 大 量 に付 着 した 場 合 は、 タ イ マ 除 霜 運 転

ま た は サ イク ル 除霜 運 転 に より 霜 取り を 行 なっ て く だ さい。

１１



一 ≡ ｏ ｉ… 一

本器 は自 己診断機能を 搭載 してい ます。 使用 上も しくは装置の 故障な どの異常 が起こった場 合は、 操作 パネル

部 に 「異 常」 の 文 字 サ イ ン と エ ラ ー コ ー ド を 点 滅 し、 警 報 ブ ザ ー を 鳴 ら し ま す。 異 常 発 生 時 に は、
エ ラ ー コ ー

ド の 確 認 の 上 直 ち に 運 転 を 中 止 し て く だ さ い。

異 常 サ イ ンと エラ ー コ ー ド／ 原 因

辛 温度センサの異常です

異常 サイ ン点 滅

・ 團 ］点滅

雫 トライ ア ック 回路 の

故障です

・ 異 常 サ イ ン 点 減

匪 固点滅

雫 ヒ ータ の 断線 で す

・ 異 常 サイ ン 点 滅

・ 匡 團 点滅

辛 メイ ンリ レーの不 良です

・ 異 常 サ イ ン 点 減

・直＝ 囮 点滅

モ 冷凍機の異常です

・ 異 常 サイ ン 点 滅

・雇 二 国 点滅

三 電子回路の不良です

・ 異 常 サ イ ン 点 滅

・匡 こ 国 点減

ゼ 電子回路の不良です

・ 異 常 サ イ ン 点 減

・医 コ 亙点減

処置の しかた

こ れ ら の エ ラ ー コ ー ド が で ま し た ら、

エ ラ ー コ ー ドを 記 録 し、
本 体 前 面 右

の電源スイ ッチを直ちに 「切」 に し

て く だ さ い。

・ 異 常 が 起 こ っ た 場 合 は、 部 晶 の 交 換

も しくは 装置 の点検 が必要となりま

す。 お買 い上げの販売 店か弊社営 業

所、 サ ー ビ ス 部 門 ま で ご 連 絡 く だ さ

い。 な お 連 絡 の 際 に は、 必 ず 発 生 し

た エ ラ ー コ ー ドを お 知 ら せ く だ さ い
。
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ク

電 源 スイッチＯＮから の操 作

運転の準備が 整いま したら以下 の手順 で操作を行っ てく ださい。

操作後の表示／操作手順 説 明

１
本 体 前 面 の 電 源 ス イ ッ チ を 「入」 に す る

□

■定日度
～ ５ ０

●ヒーウ

８
庄●■Ｉｉ

〃，ムＩ

３ 珊 ○籏 ●
○ 港 環●

題 ◎◎ Ｅ
３

く例 ： 設 定 温 度３７．Ｏ℃〉

！価１・：訓 中 二目 古 ｏ＝ ∩．〔、
く例 ， 測 定。風 度 ２５．０ Ｃ〉

→ コ ン ト ロ ー ラ が、 白 動 復 帰 モ ー ドに 設 定

さ れ て い る場 合、 電 源 投 入 後は 自 動 的 に

前 回 の 電 源 遮 断 直 前 の 状 態 に復 帰 しま す。

コ ン ト ロ ー ラ が ス タ ン バ イ 復 帰 モ ー ド （

オ ブ シ ョ ン） に 設 定 さ れ て い る 場 合、 定

値 運 転 の 目 標 温度 設 定 モー ドに な り ま す。

以 下 コ ン トロ ー ラ が 自 動復 帰 モ ー ド に設

定 さ れ て い る と し て 説 明 し ま す。
・ 前 回 の 電 源 遮 断の 直 前 が 定 値 運 転 実 行 中

で あ る 場 合
、 電 源 投入 後 は 前 回 の 設 定 値

で 定 値 運 転 を 開 始 しま す。 設 定 温 度 を 変

更 し た い 場 合 は、 「運 転 中 の 設 定 温 度 の

変 更」 （１４ぺ 一 ジ） の 手順 に従 っ て 変 更

し て く だ さ い。

・ 前 回 の電 源 遮 断 の 直 前 が プ ロ グラ ム 運 転

実 行 中 で あ る 場 合 に は
、

「プ ロ グ ラ ム 運

転 か ら 定 値 運 転 に 移 り た い 時」 （２１ぺ一

ジ） の 手 順 に 従 っ て 所 望 の 定値 運 転 に切

り 換 え て く だ さ い。
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ク

運転中の 設定 温虜の変 更

操作後の表示／操作手順 説 明

１
＜ 例 ；３７℃ の 定 値 温度 運 転 中 か ら４０℃ の定 値 運 転 に 変 更 す る ＞

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して く ださ

□

■定日度亜 い。
● ヒー，

→ 温 度 設 定 モ ー ド と な り サ ブ 表 示 器 の 設 定

８
症●■ｉ

ブ０牙う^Ｉ

固 ○議 ● 温度 が、 点 滅 表 示 に 替 わ り ま す。
○冷種■ ＊ 「運 転 メ ニ ュ ー」 キ ー を１回 押 す こ と に

憂 ◎ Ｅ よっても温度設定モードとなります。・ サ ブ表 示 が点 滅 表 示 と な っ て も 点 減 す る

３
前の温度 （この例では３７’Ｃ）で定値運転

は 継 続 さ れ て い ま す。

◎ ◎ キーの何れか一方を押す

２
・ サ ブ表 示 器 に点 滅 して い る 温 度 が 所 望 の

□

口定円農

亜
値になるまで「▼」キーか「▲」キーを

● ヒー タ
押 し て く だ さ い

。

８
左■■‘

ブロヲ，ム■

璽 ○籏 ● ・ サ ブ表 示 の値 は 変化 し て も、 変化 す る 前
○冷；口● の 温 度 （こ の 例 で は３７

’
Ｃ） で 定 値 運 転

憂 ◎ 国 は継続されています。

３
◎ ◎ キーの何れか一方を押す

・ 所 望 の 温 度 に 合 わ せま し た ら 「実 行」 キ

□

握定日産
固

一を押してください。
●ヒータ

→ サ ブ表 示 器の 設 定 温度 が 点 滅 か ら 点 灯 に

８
左■■●ｉ

ブ醐，ム■

玉 ○籏 ■
替 わ り、 新 た に 設 定 し た 温 度 に向 か って

、
○ 構膿■ 定 値 運 転 を 開 始 し ま す。

ヨ ◎◎ 臼
奏 行

以上で定値温度変更の操作は完了 です

⊂１：）キー１押す

４

＜ 運 転 を 終 了 し た い 場 合 ＞ 本体前面の電源スイッチを 「切」 にしてく

だ さ い。

→ 全 て の 回 路 が 遮 断 し、 表 示 も 消 え ま す。

本 体前 面 の 電 源 スイ ッ チ を 「切」 に する

１４



■ … ｏ

電 源 ス イ ッ チＯＮか ら の 操 作

運 転 の 準 備 が整 い ま し た ら 以 下 の 手順 で 操 作 を 行 っ て く だ さ い

１

操作後の表示／操作手順

□ 茜口
８二二＝ 醐ｏ

● ■ 一 ，

ｏ ● ■

ｏ 、 ■ ●

曇ヨ◎◎ 目

日

本 体 前 面 の 電 源 ス イ ッ チ

を 「入」 に す る

く例 ； 測 定 温 度 ２５．０℃〉

く例 ； 連 転 停 止 ま での

残 り 時 間６時 問〉

説 明

→ コ ン ト ロー ラ が 自 動 復 帰 モー ドに 設 定 さ

れ て いる 場 合、 電 源 投 入 後 は自 動 的 に 前

回 の電 源 遮 断 直 前 の 状 態 に復 帰 しま す。

コ ン ト ロ ー ラ が ス タ ン パ イ 復 帰 モ ー ド

（オ プ シ ョ ン） に 設 定 さ れ て い る 場 合
、

定 値 運 転 の 目 標 温 度 設 定 モ ー ド にな り ま

す。 以 下 コ ン ト ロ ー ラ が 自 動 復 帰 モ ー ド

に 設 定 さ れ て い る と し て 説 明 し ま す。

・ 前 回 の 電 源 遮 断 の 直 前 が プロ グ ラ ム 運 転

実 行 中 で あ っ た 場 合、 電 源 投 入 後は 前 回

の ブ ロ グ ラ ム 運 転 を 継 続 し ま す。 ブ ロ グ

ラ ム 番 号、 開 始 時 間 を 変 更 した い 場 合 は、

「プ ロ グ ラ ム 運 転 中 に 他 の ブ ロ グ ラ ム 運

転 へ 移 り た い 時」 （２２ぺ一 ジ） の 手 順 に

従 っ て所 望 の プロ グ ラ ム 運 転 に 切 り 換 え

て く だ さ い。

・ 前 回 の 電 源 遮 断の 直 前 が定 値 運 転 で あ っ

た 場 合、 電 源 投 入 後 は 前回 の 設 定 値 で 定

値 運 転 を 開 始 しま す の で、 「定 値 運 転 中

に ブ ロ グ ラ ム 運 転 に 移 り た い 時」 （１９ぺ

一 ジ） の 手 順 に 従 っ て 所 望 の プ ロ グラ ム

運 転 に切 り 換 え て く ださ い。

１５



１ …… ． ｏ

２

３

操作後の表示／操作手順

＜ 例 ： ２ 時 間３ ０ 分 後 に 運 転 を 開 始す る ＞

景 圏…三二三
憂］◎ 国
ｃ

景 薗……二三国 ◎◎ 国

◎ ◎ キーの

何 れ か 一方 を 押 す

⊂ ⊃ キーを押す

説 明

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し て、 メ イ

ン表 示 器 に 呼 び 出 した プ ロ グラ ム の 開 始

時 間 を 点 滅 表示 さ せ てく だ さ い。
＊ 運 転 開 始待 ち 時 間 は １ 分 か ら ９ ９ ９ 時 間

ま で 設 定 でき ま す。 た だ し、 １ 時 間 以 上

は 分 単 位 だけ で の 設 定 （例 ； ８ ０ 分 等）

は で き ま せ ん。 ま た １ ０ ０ 時 問 以 上 で は

ユ 時 間 単 位 で の 設 定 と な り ま す。

例；９９時間・９分： 匪 囲

１・・時間 匝 晒 固

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。
→メ イ ン 表 示 器 は、 現在 の 測 定 温 度 の 表 示

に 替 わ り ま す。
→ サ ブ 表 示 器 は

、 運 転 開始 ま で の 残 り 時 間

の 表 示 に 替 わ り ま す。

→ 「待 機」 ラ ン ブ が 点滅 表 示 に 替 わ り、 運

転 開 始 待 ち の 待 機 状態 で あ る こ と を 知 ら

せ ま す。
→ 「ブ ロ グラ ム 運 転」 ラ ン プ が 点 滅 か ら 点

灯 に 替 わ り ま す。

４

５

＜ サ ブ 表 示 を切 り換 え る 場 合 〉

景 誰……二…
憂 ⑰◎ 肌

〈設定温 度表示

を 設 定 し た 時）

⊂⊃

セ ヨ キーを押して
サ ブ表 示 切 換

モ ー ド に す る

（現 在 時 刻 表 示 を

設 定 した 時〉

〈実 行プロクラム 〈残 り時 間 を 〈リ ピー ト回 数 表 示 を

表示を設定した時） 設 定 し た 時） 設定 した 時〉

為 碧色
睾

景 事……二三
匡ヨ◎◎ 憂
£

くプ ロ グラ ム 運 転 が 終 了〉

→ 運 転 開 始 時 間 に な っ た時 点 で、 「待 様」

ラ ン プ が 消 灯 し、 プ ロ グ ラ ム 運 転 を 開 始

し ま す。
→ サ ブ表 示 器 は 運 転 開始 時 間 に な っ た 時 点

か ら 前 回 設 定 さ れ て い た 情 報 を 表 示 しま

す
。

例 ； 左 項 の 場 合 は、 ブ ロ グ ラ ム 番 号 ２ の １

セ グ メ ン ト 目 を 運 転 中 で、 １ セ グ メ ン ト

目 の 終 アま で １ ０ 分 であ る こ と を 示 して

い ま す
。

＜ プ ロ グ ラ ム 運 転 を 実 行 中 〉

＊ サ ブ 表 示 は、 猿 能 メ ニ ュ ー の サ ブ 表 示 切

換 機 能 を 使 う こ と に よ り 「実 行 セ グメ ン

トの 終 了ま で の 残 り 時 問」、 ｒ設 定 温 度」、

「実 行 中 の プ ロ グ ラ ム 番 号 等」 の ５ 種 類

の 内 容 を 選択 で き ま す。 （ 二：ヲコ ２８

ぺ 一 ジ「サ ブ表 示 切 換 の使 い 方」 を 参 照

し て く だ さ い。

→ 温 度制 御 を停 止 しま す。

→ メ イ ン 表 示 器 は 現 在 の 測 定 温度 を 表 示 し

て い ま す。

→サブ表示器は［互 田 の文字を点滅表示

し ま す。

→ 「ヒ ー タ」 ラ ン ブ が 消 灯 し ま す。

→ 「ブロ グラ ム 運 転」 ラ ン ブ は 点灯 し たま

ま で す。

→ 冷 凍 機 が運 転 して いた 場 合 は停 止 し、 冷

凍 機」 ラ ン プ が 消 灯 し ま す。
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ｏ …… １

ク イ ッ ク オ ー トス トッ プ 運転 に 移 リ た い 時

ク イ ッ ク オ ー トス ト ッ プ運 転 は、 実 行 中 の 定 値 運 転 を希 望 の 時 間 経 過 後 に 運 転 を 停 止 さ せ た い時 に 使 いま す。

１

操作後の表示／操作手順

景 聾……二三帖 ◎◎ 憂

行

Ｅ≡ヨ キーを・回押す

＜ 実 行 ブロ グラ ム 番 号 を 点 滅 表示 した 場 合 〉

題◎か竺榊 匿
く例；実行可能なブログラムが１番のみ）

説 明

定 値 運 転 中 に 「運 転メ ニ ュー」 キ ー を２

回 押 し て く だ さ い。

→ メ イ ン 表 示 器 は、 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム

番号か、 匿 彊 （オー１ス１ツブの

意 味） を 点 滅 表 示 しま す。

例；左項の場合は 匿 囲 を点滅表示

し て い ま す。

実 行 可能 な ブ ロ グ ラ ム 番 号 を 点 滅 表 示 し

た 場 合 は、 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押

して表示器に 囲 を点滅表示さ

せ て く だ さ い。

→ 「プロ グラ ム 運 転」 ラ ン プが 点 滅 しま す。

→ 定 値 運 転 は 継 続 中 で す の で、 「ヒー タ」

ラ ン プは 温 度 制御 に 対 応 して 点 灯、 消 灯

を 繰 り 返 し ま す。

２
＜ 例；サ ブ 表 示 が 時 間 表 示 を 選 択 して い る 場 合 〉

⊂ ⊃ キーを押す

＜ 例 ； ２ 時 間 ３ ０ 分 後 に 運 転 を 停 止 す る 〉

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

一メイン表示器は 囮 亙 晒／の点滅表示

に 替 わ り ま す。

→サブ表示器は、匡二互目 を表示します。

＊ 機 能 メ ニ ュ ー の 「時 刻 ／ 時 間 切 換」 で 実

時間設定が選択してある場合は・Ｅ王ニヨ

（時 刻 の 意 味） を 表 示 し、 そ の場 合 は 終

了 時 刻 を 設 定 しま す。

（ 二：ヲＰ３２ぺ一ジｒ時刻／時間の切

換 の しか た』 を 参 照 して く だ さ い）

→ 定 値 運 転 は 継 続 中 で す ので、 「ヒー タ」

ラ ン プは 温 度 制 御 に 対 応 して 点 灯
、 消 灯

を 繰 り 返 し ま す。

３

◎ ◎ キーの

何 れ か 一 方 を 押 す

「▼」 キ ー か 「▲」 を押 して メ イ ン 表 示

器 の値 を 所 望 の 「運 転 停 止ま で の 時 間」

に 変 更 し て く だ さ い。

→ 定 値 運 転 は 継 続 中 で す の で、 「ヒ ー タ」

ラ ン ブ は 温 度 制 御 に 対 応 し て 点 灯、 消 灯

を 繰 り 返 し ま す。

１７



σ …… １

ク イ ッ ク オ ー ト ス トッ プ運１転 に 移 リ た い時

ク ィ ッ ク オ ー トス ト ッ プ 運 転 は、 実 行 中 の 定 値 運 転 を希 望 の 時問 経 過 後 に 運 転 を 停 止 さ せた い 時 に使 いま す。

４
操作後の表示／操作手順

⊂１⊃ キーを押す

〈設 定 温 度 を 表 示〉

謂 ”営鮒Ｅ覇

説 明

→ 「実行」 キー を押 した 時 点 で 定 値 運 転 は

強 制 終 了 し、 オ ー ト ス ト ッ プ 運 転 に 切 り

替 わ り ま す。

→ メ イ ン 表 示 器 は、 現 在 の 測 定 温 度 を 表 示

し ま す。

→ サ ブ 表 示 器 は 運 転 停 止 ま で の「残り 時 間」

か 「現在時刻」 か 「設定温度」 の何れか

を表 示 し て しま す。

例 ；左 項 の 場 合 は 「残 り 時 間」 を 表 示 して

い ま す。

＊ 設定 温 度 を 表 示 さ せ た い 場 合 は、
サ ブ表

示切 換 の 設 定を 行 っ てく だ さ い。

（ 二：麦Ｐ
２８ぺ一 ジｒサ ブ 表 示 切 換 の 使

い か たｊ を 参 照 し て く だ さ い。 ）

→ 「プ ロ グ ラ ム 運 転」 ラ ン ブ が、 点 滅 か ら

点灯 に 替 わり ま す。

５

〈オ ー ト ス トッ ブ運 転 が 終了〉

→ 設定 し た 時 間 が 経 過 す る と、 温 度 制 御 を

停 止 し ま す。
→サブ表示器は ［ 囮 の文字を点滅表

示 し ま す。

１８



ｏ …≡ ：

定値運嘔中にプログラム選葭に移りたい時

〈例 ； 定値 運 転 中に 実 行 可能 な ブ ロ グ ラム １ 番 を 運 転 した い 時〉

操作 後の 表示／操作手順 説 明

１

景 田…三二三阯 ◎◎Ｅｌヨ

憂 ヨ キーを・回押す

・ 囲 を点滅表示した時・

彊１◎か竺榊 冒
く例；実行可能な

プログラム１を呼出す）

・ 定 値 運 転 申 に 「運 転 メ ニ ュ ー」 キ ー を２

回 押 し て く だ さ い。

→ メイ ン 表 示 器 は
、 実 行 可 能 な ブロ グラム

番号か、 囲 （オー／ス／ツプの

意 味） を 点 滅 表 示 しま す。

例；左項の場合は匿＝…二 ］ （ブログラム

１ の 意 味） を 点 滅 表 示 し て い ま す。

囲 を点滅表示した場合はｒ▼」
キ ー か、 「▲」 キ ー を 押 し て メ イ ン 表 示

器 に実 行 し たい プ ロ グ ラ ム 番 号を 表示 さ

せ て く だ さ い。

→ 「プロ グラ ム 運 転」 ラ ン プ が点 滅 しま す。

→ 定 値 運 転 は継 続 中 です の で、
「ヒ ー タ」

ラ ン プ は 温度 制 御 に対 応 し て点 灯、 消 灯

を 繰 り 返 しま す。

２
＜ 例 ；サ ブ表 示 器 が 時 間 表 示 を 選 択 して い る 場 合 ＞

⊂ ⊃ キーを押す

「実 行 キー」 を 押 し てく ださ い。
一メイン表示器は 囮 互 晒１の点滅表示

に替 わ り、
「運 転 開 始待 ち 時 剛 の設 定

モ ー ド に な り ま す。

→サブ表示器は、匡二１二１１１二目を表示しています。

＊機 能 メ ニ ュー の 「時刻 ／ 時 間切 換」 で 実

時 間設 定 が選 択 し てあ る 場 合 は、

Ｅ 日 二司 を表示し、その場合は、運転

開 始 時 刻 を 設定 しま す。

（二ニラｐ３２ぺ一ジ ｒ時刻／時間切換

の しか た』 を参 照 し てく ださ い）

→ 定 値 運 転 は継 続 中 です の で、 「ヒ ー タ」

ラ ン プ は 温度 制 御 に対 応 し て点 灯、 消 灯

を 繰り 返 しま す。

３
＜例 ； ２ 時 間 ３ ０ 分 後 に 運 転 を 開 始す る 〉

◎ ◎ キーの

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を押 してメ イ ン

表 示 器 の 値 を 所 望 の 「運 転 開 始ま で の 時

問」 に 変 更 して く ださ い。

何 れ か一 方 を押 す

１９



ク …… ：

定値 運葭中 に プロ グラム運転に 移リたい時

く例 ； 定値 運 転 中 に 実 行 可能 な プ ロ グ ラ ム １ 番 を 運 転 した い 時〉

４

操作後の表示／操作手順

景Ｆ轟……二…
国 ◎◎ 国

⊂ ⊃ キーを押す

説 明

→ 「実行」 キー を 押 した 時 点 で 定値 運 転 は

強制 終 了 し、 ブ ロ グラ ム 運 転 開 始 待 ち の

状 態 に 入 りま す。

→メ イ ン 表 示 器 は、 現 在 の 測 定混 度 を 表 示。

→サ ブ 表 示 器 は、 運 転 開 始 ま で の 「残 り 時

剛 を 表 示 し ま す。
→ 「待 機」 ラ ン ブ が 点 滅 表 示 し、 運 転 開 始

待 ち の 待 機 状 態 で あ る こ とを 知 ら せ ま す。
→ 「プロ グ ラ ム 運 転」 ラ ン プ が、 点 滅 か ら

点 灯 に 替 わり ま す

→ 「定 値 運 転」 ラ ン ブが 消 灯 しま す。

５
嶋＝

■ 宝 竈 量

蝸８ ｏ ● ■

ｏ ■ ， ●

く プ ロ グ ラ ム 運 転 を 実 行 〉

く例；実行中の目標設定温度）

→ 運転 開 始 時間 に な る と、 「待 横」 ラ ン プ

が 消 灯 し ブ ロ グ ラ ム 運 転 を 開 始 し ま す。

→サ ブ表 示 器 は 前 回 設 定 さ れ て い た 情 報 に

替わ り ま す。 （ 二：テ
コ
２８ぺ 一 ジ 「サ ブ

表示 切 換 え の使 い 方」 を 参 照

し て く だ さ い。 ）

２０



ｏ

プロ グラム運転 から 定値 運転 に移りたい時

操作後の表示／操作手順 説 明

□ 萌
∈≡ヨキーを・回押す

８二二＝ 囮
●［一，
ｏ●■
ｏ 、 ■

資’ニュー ◎ ◎ 匡 ヨ

行

プ ロ グ ラ ム 運 転 中 に 「運転メ ニ ュー」

キ ー を２回 押 し てく だ さ い。

→ 「定値 運 転」 で の 「目 標 設 定 温 度」 の 設

定 モー ドに な り ま す。

→ サ ブ 表示 器 は 前 回 の 定 値 運 転 時 の 「目 標

設 定 温 度」 の 点 滅 表 示 に 替 わ り ま す。

例 ； 左 項 で は 前 回 の設 定 温度 は４６，０℃ で あ

る こ と を 示 して い ま す。

１

〉

２

〉

３

〈 例 ；２５．Ｏ℃ に 設 定 す る ＞

■１置‘

囮

固

◎ ◎ キーの

何れか一方を押す

「▼」 キーか 「▲」 キーを押して、 サブ

表示器の値を所望する温度に変更してく

ださい。

＊変更しない場合は、 手順３に進んでくだ

さい。

⊂ ⊃ キーを押す□曲
８二二＝

固
●Ｅ■，
ｏ●●

ｏ ‘^■

憂 ◎ ◎ Ｅ≡≡⊇

行

・ 所 望 の 設 定温 度 に 合 わ せま し た ら、 「実

行」 キ ー を押 して く だ さ い。

→ 「実 行」 キ ー を 押 し た 時点 で 実 行 中 の プ

ロ グラ ム は強 制 的 に終 了 し、 定 値 運 転 に

切 り 替 わ り ま す。

→ サ ブ 表 示 器 の 設 定 温 度 が点 滅か ら 点 灯 に

替 わ り、 定 値 運 転 を 襯 始 し ま す。

→ 「プ ロ グ ラ ム 運 転」 ラ ンプ が消 灯 し 「定

値 運 転」 ラ ン プが 点 滅 か ら 点 灯 に 替 わり

ま す。

２１



ク ・ ・ 一

プロ グラム運輯中に他の プロ グラム運転に移りたい時

く例 ； ブ ロ グ ラ ム１番 を 運 転 中 に 実 行 可 能 な ブロ グ ラ ム２番 を 運 転 し た い 時〉

１

操作後の表示／操作手順

匡１ヨキーを１回押す

田◎竺榊屏

説 明

プ ロ グ ラ ム 運 転 中 に 「運 転 メ ニ ュ ー」

キ ー を１回 押 し て く だ さ い。

→ メ イ ン 表 示 器 は、 現 在 運 転 中 の プ ロ グ ラ

ム 番 号 を 点 滅 表示 しま す。

例；左項の場合は 匪 二 ］ （ブログラム

ユ の 意 味） を 点 滅 表 示 して いま す。

「▼」 キ ー か、 「▲」 キ ー を 押 し て メ イ

ン 表 示 器 に 実 行 し た い ブ ロ グ ラ ム 番 号 を

表 示 さ せ て く だ さ い。
→ 「ブ ロ グ ラ ム 運 転」 ラ ン ブ が 点 滅 し ま す。

く例；実行可能な

ブ ログラム２を呼出 す）

２
＜ 例 ；サ ブ 表 示 器 が 時間 表 示 を 選 択 し て いる 場 合 ＞

⊂１⊃ キーを押す

「実 行 キ ー」 を 押 し て く だ さ い。

一メイン表示器は 囮 亙 固 の点滅表示

に替 わり、
「運 転 開 始 待 ち 時 間」 の 設 定

モ ー ドに な り ま す。

→サブ表示器は、匠〕二≡≡＝目を表示していま丸

＊ 機 能メ ニ ュー の 「時 刻 ／ 時 問 切 換」 で 実

時間 設定 が 選 択 さ れ て い る 場 合 は、

Ｅ 日 ヨ を表示し、 その場合は、 運
転開始時刻を設定します。 （二：ヲコ

３２ぺ 一 ジ ｒ時 刻 ／ 時 間 切 換 の し かた」

を 参 照 し てく だ さ い）

３ く 例 ； ２ 時 間３ ０ 分 後 に 運 転 を 開 始 す る ＞

◎ ◎ キーの

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し てメ イ ン

表 示 器 の 値 を 所 望 の 「運 転 開 始 ま で の 時

間」 に 変 更 し て く だ さ い。

何 れ か一 方 を 押 す

４

５

』 誰…三二三
曇ヨ◎◎ 霞

８ニニ＝ ％ｏ
○ ヒ ー ，

ｏ ■ ●

ｏ ＾ ■ ●

⊂１⊃ キーを押す

〈 プ ロ グ ラ ム 運 転 を 実 行 〉

く例；実行中の目標設定温度）

→ 「実 行」 キー を押 し た 時点 で 運 転 中 の ブ

ロ グ ラ ム 運 転 は 強 制 終 了 し、 新 し い ブ ロ

グラ ム 運 転 の 開 始 待 ち の 状 態 に 入 り ま す。
→ メ イ ン表 示器 は、 現 在 の測 定 温 度 を 表示。

→ サ ブ 表示 器 は、 運 転 開 始 ま で の 「残 り 時

間」 を表 示 し ま す。

→ 「待 機」 ラ ン プ が 点 滅 表 示 し、 運 転 開 始

待 ち の待 機 状 態 で あ る こ と を 知 らせ ま す。
→ 「ブ ロ グ ラ ム 運 転」 ラ ン ブ が、 点 滅 か ら

点灯 に替 わ り ま す。

→ 運 転 開始 時 間 にな る と、 「待 機」 ラ ン プ

が 消 灯 し プ ロ グラ ム 運 転 を 開 始 しま す。

→ サ ブ 表示 器 は 前 回 設 定 さ れ て い た 情 報 に

替 わり ま す。 （ 二：…Ｐ２８ぺ 一 ジ 「サ ブ

表 示切 換 え の 使 い 方」 を 参 照 して く だ さ

い。 ）

２２
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メ ニ ュ ー の 内 容

・ 機 能 メ ニ ュー に は 次 の よ う な 機 能 が 搭 載 さ れ て い ま す。 こ こで は各 機 能 を 呼 び 出 した 時 の 表示 内 容 と、 機 能 の 簡 単 な 説

明 を しま す の で、 設 定 お よ び 入 力 方 法 に つ い て は、 そ れ ぞ れの 濃 能 説明 の 項 を 参 照 し て く ださ い。

操作 後の表 示／操作手順 説 明

１
く サ ブ 表 示 切 換 機 能 ＞

「機 能メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 して く だ さ い。

囲
→機能選択モードになクます。

〈サブ表示切 換 前一回 設 定 し た 携 能 の 内 容 を 表 示 し ま すｏ

囲 モードの表示例〉

≒ 国 キー１押す
＜ 温 度 ブリ セ ッ ト機 能 〉

彊 （プリセット温度
［ 囮

登録モードの表示例〉

２

く パ ネ ル キ ー ロ ッ ク 濃 能 〉
「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を何 回 か 押 し て

く だ さ い。

メ イ ン表 示 器 に所 望 の 機 能 に 関 す る エ ン

嘔 團 ◎ ◎キーの
トリータイトルを表示させます。

団
もしくは

□
→パネルキーロック選択モードになります。

何 れ か 一 方 を 押 す ＊ パ ネ ルキ ー ロッ ク と は、 運 転 中 や待 機 中

〈パネ ル キ ー ロ ッ ク 〈パ ネ ル キ ーロ ッ ク
に 誤 っ て 設 定 が 変 更 さ れ な い た め の 防 止

解 除 時 の 表 示 内 容〉 設 定 時 の 表示 内 容） 機 能 で す。 「０Ｎ」 に 設 定 さ れ て い る 時 は、

「機 能メ ニ ュ ー」 キ ー 以 外 は 受 付 ま せ ん。

（二：ヲＰ ２９ぺ一 ジ 「パ ネ ル キ ー ロッ ク

の 設 定 と 解 除 の し か た」 を参 照 してく だ

さ い
。

く 積 算 時間 表 示 機 能 ＞
「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を何 回 か 押 し て

く だ さ い。

→ 積 算 時 間 表 示 モー ドに な り、 メ イ ン 表 示

扇 ◎ ◎キーの 器は 扇 （… ㎜１・ｔｉ・・：積算の

５ く例；現時点の積算時間〉 何 れ か一 方 を 押 す
略） の点 滅 表 示 に 替 わ りま

’
す。

→ サ ブ 表示 器 は 現 時 点 間 で の 電 源 ＯＮ 状

態 の積 算 時 間 表 示 に 替 わ り ま す。

〈１ 万時間 を越え た場合 の表示方法〉 ＊ 積 算 時間 は １ 時 間 単 位 で 最 大４９９９９時 間

［ 瓦 一１・。・。時間
まで積算表示できます。 （ただしリセッ

ト は でき ま せ ん）

［ 瓦 刊 ・・。時間 ＊９９９９時間を越えた場合は、 左項の例のよ

［ 互 国 刈 … 時間
うに１万時間を越える度に各桁 ドットポ

イ ン ト が順 に 点 灯 しま す。 （ドッ トポ イ

［ 瓦 一 伽 ・・時間 ントユつがユ万時間の意味）

２３
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メ ニ ュ ー の 内 容

・ 機 能 メ ニ ュー に は 次 の よう な機 能 が 搭 載 さ れ て い ま す。 こ こ で は 客 機 能 を 呼 び 出 し た 時 の 表 示 内 容 と、 機 能 の 簡 単 な 説

明 を し ま す の で、 設 定 お よ び 入 力 方 法 に つ い て は、 そ れ ぞ れ の 機 能 説 明 の 項 を 参 照 し て く だ さ い。

２

操作後の表示／操作手順

＜ 異 常 時 ビ ー ブ 音 ０Ｎ／ＯＰＦ 機 能 ＞

雪覇一胃
〈異 常 時 ビ ー プ 音 〈異 常 時 ビ ー プ音

解 除 時 の 表 示 内 容〉 設 定 時の 表 示 内 容〉

◎ ◎ キーの
何 れ か 一方 を 押 す

＜ ブ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 機 能 〉

目…嵩
刺

機
〈既 存 プ ロ グラ ム が 〈既 存 プロ グ ラ ム が

無 い 時 の 表 示 内 容〉 あ る 時 の 表 示 内 容〉

＜ プ ロ グラ ム 削 除機 能 〉＊ 呼 出 し制 限 有り ＊

薫
、

⑰ ◎ キーの
何 れ か 一 方 を 押 す

説 明

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 何 回 か 押 して

く だ さ い。

→ 異 常 時 ピー プ音 ＯＮ／０冊 選 択 モ ー ド にな

り ま す。

＊ こ の 機 能 は、 装 置 に 異常 が 発 生 した 時に

ブ ザー 害 報 を 行 う か否 か を 選 択 す る 機 能

で す。 （ 二 ：ヲ
コ ３０ぺ 一 ジ 「異 常 時 ピー

プ 音 の 設 定 と 解 除 の し か た」 を 参 照 して

く だ さ い。 ）

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 何 回 か 押 して

く だ さ い。

→ プ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 モ ー ド に な り ま す。

（二： ア ４６～５４ぺ 一 ジ 「プロ グ ラ ム の 入

力 ～ 編 集 の しか た」 を 参 照 して く だ さい。
→ ブ ロ グ ラ ム が な に も 入 力 さ れ て い な い 場

合、サブ表示器は Ｅ三三コ を表示します。
→ 既 に プ ロ グ ラ ム が 入 力 さ れ て い る 場 合 は、

サ ブ 表 示 器 左２桁 に 入 力 済の プ ロ グラ ム

本 数 を 表 示 し右２桁 に 残 プロ グラ ム容 量

（セ グメ ン ト数） を 表示 し ま す。

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を何 回 か 押 して

く だ さ い。

→ ブ ロ グ ラ ム の 削 除 モ ー ド に な り ま す。

（ 二こヲＰ５５ぺ 一 ジ 「ブ ロ グ ラ ム め 削 除

の し か た」 を 参 照 して く だ さ い。）

＊ こ の 機 能 は、 プ ロ グ ラ ム が 入 力 さ れ て い

る 時 だ け 使 い ま す。 何 も 入 力 さ れ て い な

い 時 は、 表 示 さ れ ず に 次 の 機 能 の 選 択 モ

ー ド に 移 り ま す。

２４
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メ ニ ュ ー の 内 容

・ 機 能メ ニ ュ ー に は 次 の よ う な 機 能 が 搭 載 さ れ て い ま す。 こ こ で は各 機 能 を 呼 び 出 した 時 の 表示 内 容 と、 機 能 の 簡 単 な 説

明 を し ま す の で、 設 定 お よ び 入 力 方 法 に つ い て は、 そ れ ぞ れ の 機 能 説 明 の 項 を 参 照 し て く だ さ い。

２

操作後の表示／操作手順

＜ ホ ー ル ド機 能 〉＊ 呼 出 し制 限 有 り＊

圏一雪
〈解除状態の表示内 容〉

◎ ◎

〈設 定 状 態の 表 示 内容〉

キー の

何 れ か 一 方 を 押 す

説 明

ｒ▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 何 回 か 押 して

く だ さ い。

→ ホ ー ル ド樵 能 の 選 択 モ ー ド にな り ま す。

（ 二：…Ｐ ３３ぺ 一 ジ 「ホ ー ル ド機 能 の設

定と 解 除 の し か た」を 参 照 して く だ さ い。）

＊ ホ ー ル ド と は コ ン ト ロ ー ラ の 運 転 を 管 理

す る 内 部 的な 設 定 値（例 え ば目 標 温 度）を

保 持 す る 機 能 で、 勾 配 運 転 の 最 中 に ア ク

テ ィ ブに する と 勾 配 運 転 を 停 止 し て 定 値

運 転 に 切 り 換 わり ま す。

ま た ソ ー ク 中 に ア ク テ イ ブ に す る と
、 ソ

ーク 時 間 を 延 長 す る こ と が で きま す。

ま た 運 転 開 始 待 ち の とき に アク テ イ ブ に

す る と、 運 転 開 始 ま で の時 間 を 延長 す る

こ と が で き ま す。 ク イ ッ ク オ ー トヌ ト ツ

プ運 転、 プロ グ ラ ム 運 転 の 実行 中 か プ ロ

グラム運転搦始待ちの待機枕態でのみ呼

出 す 事 が でき ま す。
こ れ 以 外 で は 表 示 さ

れ ず に 次 の 機 能 の 選択 モー ドに移 り ま す。

２５
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メ ニ ュ ー の 内 容

・ 機 能 メ ニ ュ ー に は 次 の よう な機 能 が 搭 載 さ れ て い ま す。 こ こ で は各 機 能 を 呼 び 出 した 時 の 表 示 内 容 と、 機 能 の 簡 単 な 説

明 を し ま す の で、 設 定 お よ び 入 力 方 法 に つ い て は、 そ れ ぞ れ の 機 能 説 明 の 項 を 参 照 し て く だ さ い。

操作後 の表示／操作手順 説 明

２
＜ 時 刻／時 間 の 切 換 機 能 〉

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 何 回 か 押 して

く だ さ い。

→ 時刻 ／ 時 間 の切 換 モ ー ドに な り ま す。

囲 国
◎ ◎ キーの

＊この機能は、ブログラム運転における運
も しくは 転開 始 時 間 及 びク イ ック オ ー ト ス トッ プ

旺 旺 何れか一方を押す における運転終了時間を時刻による設定

〈時刻 設定時の く時問設定 時の
か時 間 に よる 設 定 か を 切 換 え る 機 能 です。

表 示内容〉 表示 内容〉 （二 ：ヲ
⊃ ３２ぺ 一 ジ ｒ時 刻 ／ 時 間 の 切 換

えの し か た』 を 参 照 し て く だ さ い。）

「▼」 キ ー か 「▲」 キー を 何 回 か 押 して

〈 日 付 ・ 時 刻 設 定 機 能 ＞ く だ さ い。

→ 日 付、 時 刻 設 定 モ ー ド に な り ま す。

囲
（二：…Ｐ３３ぺ一ジｒ日付／時刻設定の

◎ ◎ キーの しかた」 を参照してください。）

四 ８ ０ 何 れ か一 方 を押 す
＊こ の 機 能 は、 コ ン トロー ラ ー 内 蔵 の カ レ

ン ダー タイ マ を 校 正 す る 機 能 で す。 必 要

１例；１９８０年） に 応 じ て 定 期 的 に 行 っ て く だ さ い。

＜ 冷 凍 機 の 除 霜 運 転 モ ー ド設 定 機 能 ＞
「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 何 回 か 押 して

く だ さ い。

→ 冷 凍機 の 除 霜 運 転 の 設 定 モ ー ドに な り ま

固 ◎ ◎ キーの
す。 （

一二：ヲ
コ３４べ一ジ「冷凍機の除霜

運 転 開 始 ／ 停 止 の しか た」 を 参 照 して く

○ 戸 戸 何 れ か 一方 を 押 す
だ さ い。）

１例；除霜運樹傳止機能）
＊ こ の 機 能 は 冷 凍 機 の 除 霜 運 転 モ ー ド （タ

イ マ ・ サ イ ク ル） の 設 定、 除 霜 運 転 モ ー

ドの 表 示 を 行う 機 能 で す。 （出 荷 時 設定

はＯＰＰで す）

＜ 冷 凍 機 の サ イ ク ル 除 霜 運 転バ ラメ ータ ー 設 定 機 能 ＞ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を何 回 か 押 して

く だ さ い。

→ 冷 凍 機 の 除霜 運 転 パラ メ ータ 設 定 モ ー ド

に な り ま す。 （ 二：妻Ｐ ３５ぺ一 ジ ｒ冷 凍

機 の サ イ ク ル 除 霜 運 転パ ラメ ー タ 設 定 の

固 ◎ ◎ キーの
しかた』を参照してください。）

囮
＊この機能は、 サイクル除霜運転における

何 れ か一 方 を押 す
除霜 運 転 と 除霜 連 転 停 止 の 時 間 間 隔 を 指

く例；３０分）
定 す る 機 能 で す。

除霜 運 転 期 間、 除 霜 運 転 停 止 期 間 と も に

ユ 分 か ら ９ ９ ９ 時 問 ま で の 設 定 が可 能で、

ユ 分 か ら ９ ９ 時 間 ５ ９ 分 ま で は １ 分 単位、

！ ０ ０ 時 間 か ら か ら９ ９ ９ 時 間 ま で は１

時 間 単 位 で そ れ ぞ れ設 定 可 能 です。 出荷

時 設 定、 除霜 運 転 期 間１０分、 除 霜運 転 停

止 期 間２３時間５０分 です。

２６
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メ ニ ュ ー の 内 容

・ 機 能メ ニ ュ ー に は 次 の よ う な 機 能 が 搭載 さ れ て いま す。 こ こ で は 各機 能 を 呼 び 出 した 時 の 表示 内容 と、 機 能 の簡 単 な 説

明 を し ま す の で、 設 定 お よ び 入 力 方 法 に つ い て は、 そ れ ぞ れ の 機 能 説 明 の 項 を 参 照 し て く だ さ い。

２

操作後の表示 ／操作 手順 説 明

２
＜ 冷 凍 機 の 冷 凍 運転 モー ド （連 続 ・ サイ ク ル） 設 定 機 能 ＞

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 何 回 か押 し て

く だ さ い。

囮

→冷凍機の冷凍運転（連続・サイクル） の

◎ ◎ キーの 設定モー ドになります。

団 何れか一方を押す ＊この機能は、 冷凍機の冷凍運転モー ドの
表 示 お よ び設 定を 行う 機 能 で す。

（例： 冷凍権の 遺転停 止〉 冷 凍 機 の サ イ ク ル 運 転 と は、 冷 凍 機 が 冷

凍 運 転 と 停 止 とを 一 定 時 間 ごと に交 互 に

繰 り 返 す 運 転 を い いま す。 出 荷 時 設 定 は、

連 続 運 転 モー ドで す。

（二：ア ３６ぺ一ジｒ冷凍機の冷凍運転

モ ー ド （連 続 ・ サ イ ク ル） の 設 定 の し か

た』 を 参 照 して く ださ い。 ）

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 何 回 か押 し て
＜ エ ス ケ ー ブ 機 能 〉

く だ さ い。

旺
◎ ◎ キーの

→エスケープ機能の選択モードになります。
＊ エ ス ケ ー ブ と は、 機 能 の 選 択 を 途 中 で 止

臼
何れか一方を押す

めたい時やブログラムの入力・編集をや
り直 し た り 終 了 し た り した い、 時 に 活用

〈エス ケープ権能の表示内容〉 する 機能 で す。 （一二：ヲ
，

２８ ぺ 一 ジ

ｒエ ス ケ ー プ 機 能 の 使 い 方ｊ を 参照 し て

く だ さ い。 ）

＜ 強制 運 転 停 止 機 能 ＞ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 何 回 か押 し て

く だ さ い。

→ 強制 運 転 停 止 樵 能 の 選 択 モ ー ドに なり ま

す
。

囲
＊この機能は、 実行中の定値運転あるいは

◎ ◎ キ ー の プ ロ グラ ム 運 転 を 強 制 終 了 さ せ、 コ ン ト

Ｅ ヨ 何れか一方を押す ローラを運転選択前の待樵状態へと遷移
さ せ る機 能 で す。 （ 二：…Ｐ ３８ぺ 一 ジ

く強制遺 転停止 機能の 表示内容〉 ｒ 強 制 運 転 停 止 機 能 の 使 い 方』 を 参 照 し

て く だ さ い。

２７
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サ ブ豪 示切換 の使 いかた

‘
．

・ ＝ ＝

・ 運 転 中に サ ブ 表示 器 の 表 示 内 容 を 切 換 え るこ と がで き ま す。

・ 定値 運転 実 行 中 の 場 合 は、 「設 定 温 度」 、 「現 在 時刻」 を、 ク イ ッ ク オ ー トス トッ ブ運 転 実 行 中 の 場 合 は、 「設 定 温度」、

「現在 時 刻」 「運 転停 止ま で の 残 り 時 間」 、 ま たは 「運転 終 了 時 刻」 を、 プ ロ グ ラム 運転 実行 中 の 場 合 は、 「設 定 温 度」 、

「実行 セ グメ ン ト の 終 了 ま で の 時 間」 、 「実行 セ グメ ン トの 内 容」 、 「リ ピー ト の 残り 回 数」 （リ ピー ト運 転 実 行 中 のみ

「現在 時 刻」 可 能） を そ れ ぞ れ 選 ん で 表 示す るこ と が でき ま す。

操作 後の表示／ 操作手順 説 明

１

「樵 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 して く だ さ い。

囲 Ｅｌヨ キーを押す
次に「▼」キーあるいは「▲」キーを数

回押 し て、 メ イ ン 表 示 器 に椴 能 選 択 モー

囮
◎ ◎キーの

ド表示 巫 を点滅表示させて／
だ さ い

。

〈例 ：設定 温度表示モー ドに 一 方 を 数回 押 す

な っ て いる 時 の 表 示 内 容〉
→ サ ブ 表 示 切 換 の 選 択 モ ー ド に な り、 メ イ

ン表示器は圓二こ 囲 （・ｉ・。１・。：表示の

略） を 点 滅表 示 し ま す。
→ サ ブ表 示 器は、 現 時 点 で 設 定 さ れ て いる

モ ー ド の 内容 を 表 示 しま す。

２
「実 行」 キ ー を 押 して く だ さ い。

旺
→サブ表示の設定モードになり、メイン表

唖
⊂ ⊃ キーを押す 示器はそれまでサブ表示器に表示されて

い た 内 容 の 点 滅 表 示に 替 わ りま す。

→サブ表示器は 囮 を表示します。

３
◎ ◎ キーの 「▼」 キーか 「▲」 キーを押してくださ

何 れ か 一 方 を 押 す い。

㊦

、．
、沖’、

睡 ⑬

、、、ミ：｝、

→ キ ー を 押 す度 に メ イ ン 表 示 器 は そ れ ぞれ

唖
Ｅ 聾 目（… ｔ：残り時間の略）、

Ｅ 日 固 （… ｌｔ㎞・：実時間の略）

！ ＼

Ｉ 彊 （… 榊・・・…ｔ：実行プロ グ ラ ム、 実 行 セ グ メ ン ト の 略） 、

團 蘭
および 圖 を順繰りに点滅表示し

ま す。

囮 囮
＊プログラムのリピート運転を行っている

＼ 優 ／ 場合は・ 睡 固の次にＥ 玉
固

（ｒｅｐｅａｔｃｏ㎜ｔ：残 り リ ピー ト 回 数 の 略）を

⑮ ⑮
点滅表示します。

㌧ 、 、 、、｛：一’、

４
く 実 行 ブロ グ ラ ム 表 示 を 設定 し た 場合 〉 ・所 望 の サ ブ表 示 内 容 に 合 わ せま し た ら、

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

皿 ◎ ◎ キーの
→メイン表示器は、現在の測定温度を表示

し ま す。

～ ’ 何 れ か一 方 を押 す → サ ブ 表 示 器 は、 設 定 し た 表 示 内容 を 表示

し ま す。

く例 ；実行中の

例 ； 左 項 は、 実 行 ブ ロ グ ラ ム、 実 行 セ グメ

く例；実行中の

ブロ グラム 番号） セグメン ト番号） ン ト の 表 示 を 設 定 し た 場 合 で す。

２８
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パ ネ ル キ ー ロッ ク の 設 定 と 解 除の しか た

・ バ ネ ル キ ー ロ ッ ク は、 運 転 中 や 待 機 中 に 誤 っ て 設 定 が 変 更 さ れ な い た め の 防 止 機 能 で す。

膿 能メ ニ ュ ー」 キ ー 以 外 は 受 け 付 けま せ ん。

「ＯＮ」 に 設 定 さ れ て い る 時 は、

操作 後の表示／操作手順 説 明

１
くキーロツク

獲 票
〉

くキｉロック
驚

〉
１ ・機能メニューで 「パネルキーロック」 の

戦

選択モードを呼出してください。
團 團

１・機能選択を行う
「メニューの内容１

→サブ表示器はその時点におけるパネルキ

団 を参照
一ロックの状態を表示します。

一 コ
１（ ３ ２３裏三ジ）

［三互目なら解除状態、［二，≡コなら
ｌ ｌ
■ 機 能 選 択 モ ー ド 表 示 Ｉ

設 定 状 態 で す。

ｌ ｌ

２
Ｉ ｌ

Ｉ ｌ・ Ｉ
▼ ▼

ｒ実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

ｏ

→パネルキーロック設定／解除モー ドにな

証 略 ります。
圃 団 キーを押す →サブ表示器は［ 日 の表示に替わり

ま す。

３
〈設 定 す る 場 合 〉 く解 除 する 場 合〉 １ ・ 設 定 する 場 合 は 「０Ｎ」 に、 解 除 す る 場

残
合は 「ＯＰＰ」 に合わせてください。玉 固

１冨 窯 二
「▼」キーか「▲」キーを押しますと、

団 一 厨
「０Ｎ」「ＯＦＰ」を交互に点滅表示します。

４
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

→ パ ネ ル キ ー ロッ ク は 所 望 の 状態 （ロ ッ ク

〈機 能 メ
ニ

ュ ー 三 押 す ⊂ ヨ

直目口の 表 不 内 容〉
キ＿を押す

状態もしくはロック解除状態） になりま

す
。

→ 表 示 内 容 は、 「機 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を 押

す 直 前 の 状態 に戻 り ま す。

５
「機 能 メ ニ ュ ー」 キ ー 以 外 を押 して く だ

さ い
。

・キーロツ１状態１確認す１には・ 日 キ
背

１
→サブ表示器は［ 団 を一時的に点滅表

示 し ま す。 た だ し プ ロ グ ラ ム 運 転 の 場 合、

「▼」「▲」キーを押しても〔二１≡二こ目 表示

し ま せ ん。

２９
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具 常 時 ビー プ音 の 設 定 と 解 除 の し かた

操作後の表示／操作手順 説 明

１
くピープ音

灘
、

くピープ音
護 票

、
１ ・機能メニューで 「異常時ピーブ音」 の選

残

択モードを呼出してください。
囲 圃 ＊椴能選択を行う

「メ ニュー の内容１
→ サ ブ 表 示 器 は そ の 時点 に お ける ピー プ 音

団 一 ］ を参照 の状態を表示します。［亘互目なら解除

ミ
（ニ ア ２３裏召

ジ）
状態、［二互司 なら設定状態です。

１ － １

Ｉ 機 能 選 択 モ ー ド 表 不 Ｉ

ｌ ｌ

２ ｌ Ｉ

ｌ ｌＩ ｌ
▼ ▼

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

磨
→異常時ビーブ音の設定／解除モードにな

固 コ ります。
囲 固 キーを押す →サブ表示器は 囲 の表示に替わり

ま す。

３
く設 定 す る 揚 合〉 く解 除 す る 場 合〉 １ ・ 設 定 す る 場 合 は 「ＯＮ」 に、 解 除 する 場

残
合は「Ｏ冊」 に合わせてください。〕 圃

１黒 窯 ぶ
「▼」キーか「▲」キーを押しますと、

唖 一 囲
「０Ｎ」「０ＰＦ」を交互に点滅表示します。

４
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

〈機 能メ
ニ

ュ ｝ 三 押 す ⊂ １：）

直 削 の 表 不 内 容〉
キーを押す

→表示内容は、 「機能メニュー」キーを押

す 直 前 の 状態 に戻 りま す。

３０
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ホ ー ル ド機 能 の 胆 定 と 訳 除 の し か た

操作後の 表示／操作手順 説 明

１
〈ホールド

獲 票
〉

くホールド
護 票

〉
１ ・機能メニューで 「ホール ド機能」 の選択

残 １＊機能選択を行う
モー ドを呼出してください。

囲 頸 「メニューの内容１
→サブ表示器はその時点におけるホールド

団 一 コ を参照 の状態を表示します。［ヨ＝日なら解除

１（ ７ ２３
乏 ジ）

状態・［二互互１なら設定状態です。
ｌ ｌ

■ 機 能 選 択 モ ー ド 表 示 一

Ｉ ｌ

２
ｌ ｌ

ｌ ｌ・ １
▼ ▼

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

→ ホ ー ル ド状 態 の 設 定 ／ 解 除 モ ー ドに な り

証 ］ ３ ます。
唖 囚 キーを押す

→サブ表示器は 匠 巫 の表示に替わり
ま す。

３
〈設 定 す る 場 合〉 く解 除 す る 場 合〉 １ ・ 設 定す る 場 合 は 「０Ｎ」 に、 解 除 す る 場

残
合は 「ＯＰＰ」 に合わせてください。］ 固

１黒 焦 谷
「▼」キーか「▲」キーを押しますと、

囚 一 囚
「０Ｎ」「ＯＰＰ」を交互に点滅表示します。

４
／設 定 し た 場 合／ １ ／解 除 した 場 合／ 「実 行」 キ ー を 押 して く だ さ い。

くホ ー ル ド状 態 の 場 合〉

ヨ１８
峰 驚 １ 烹

→メイン表示器は、ホールド横能を実行し

巫
た時点の測定温度を表示します。→サブ表示器は 匠 巫 の点滅表示に替

１例；実行時の測定温度）１
わ り ま す。

くホ ー ル ド解 除 の 場 合〉

ホ ー ル ドが 設 定 さ れ た 直前 の 運 転 を、 ホ

一 ル ドが設 定 さ れ た 直 前 の 状 態 か ら継 続

し ま す。

くホー ルド時 の 目 標 温 度 （ラ ンブレベル）表 示〉

機 能メ ニ ュ ー の サ ブ 表 示切 換 機 能 に よ っ

て 目 標 設 定 温 度 表 示 を 選 択 す る と、 コ ン

ト ロ ー ラ は 約１０秒 間 だ け、 ホ ー ル ド が 設

定 さ れる 直 前 に 実 行 し て い た 運 転 の 目 標

設 定 温 度 を 表 示 しま す。

３１
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時 刻 ／ 時 間 の 切 リ 換 え の し か た

・１Ｎ で は プ ロ グ ラ ム 運 転 に お け る 運 転 開 始 時 間 お よ び ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ ブ に お け る 運 転 終 了 時 間 は 時 刻 に よ る 設 定 と

時 間 に よ る 設 定 と が 可 能 で す。 本 機 能 は 時 間 に 関 す る 運 転パ ラメ ー タ 入 力 の 際 に 入 力 さ れ る 数値 を 時 刻 と し て 認 識 す べ

き か、 時 間 と し て 認 識 す べ き か を コ ン ト ロ ー ラ に 指 示 す る た め の 機 能 で す。

操作後の表示／操作手順 説 明

１
く時 刻 設 定 時 く時 間 設 定 時

の 表 示〉 の表 示〉

・ 機 能メ ニ ュー で 「時 刻 ／ 時 間 切 換 機 能」

の選 択 モ ー ドを 呼 出 して 下 さ い。

旺 圃 ＊機能選択を行う
「メ ニューの内容ｊ

→ サ ブ表 示 器 は そ の 時 点 に お け る 設 定 状態

囮
もしくは

田
を参照 を表示します。

（（ ア ２６ぺ一ジ） ＥＥ亟コ（実時間設定） なら時刻設定状

ｌ ｌ
態、［ 巫 ヨ（時間間隔の略）なら時間設

１ 機 能 選 択 モー ド表 示 １ 定 状 態 で す。
ｌ ｌ

２ ． ｌ

ｌ ｌｌ ｌ
▼ ▼

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

旺

→時刻／時間切換機能の設定モードになり

田 ｏ ます。
団 匝 キーを押す

→サブ表示器は 旺 目の表示に替わり
ま す 。

３
く時間にする場合〉 〈時刻にする場合〉≡ ・時間にする場合は［こ 遍 に、 時刻

亜 残 亟 １黒 窯 蔦

にする場合はＥ匪目に合わせて／
だ さ い

。

匝 一 団 「▼」キーか「▲」キーを押しますと、
［こ 遍 Ｅ 靱 を交互に点滅
表 示 し ま す。

４

・ 実 行 キ ー を 押 し て く だ さ い。

〈機
聾嘉 蒜 漱 １ ⊂１⊃

キーを押す

→表示内容は「機能メニュー」キーを押す
直 前 の 状 態に 戻 り ま す。

５

く時 刻 設 定 時 く時 間 設 定 時

の 場 合〉 の 場 合〉

□ コ
・時間に閲する運転パラメータ設定時のサ

ブ表 示 は 左 の よ う にな り ま す。園 匝

３２



’ ’
＝

‘

’ … ・

口
．

・ ＝ ＝

日 付 一 時 刻 設 定 の し か た

コ ン ト ロ ー ラ 内 蔵 の カ レ ン ダ ー タ イ マ は２５
’

Ｃ の 環 境 温 度 に お い て 日 差１秒 以 内 の 精 度 で あ る た め、 時 刻 の 確 度 に 対 す る

要 求 に 応 じて 定 期 的 に 校 正 （時 刻 ・ 日 付 け 合 わ せ） が 必 要 で す。 本 機 能 はカ レン ダー タ イ マ の 年 代 ・ 日 付・ 時 刻 を確 認

お よ び設 定 す る 機 能で す。

操作 後の表示／操作手順≡ 説 明

１

野 筆
轟

１１ 簑

・機能メニューで「日付・時刻設定」の選

択モードを呼び出してください。
→サブ表示器はその時点におけるカレンダ

ータイマーの年代・月／日・時分の設定

値が順に点灯表示されます。

圃

囮

○

キーを押す

「実行」 キーを押してください。
→最初は 「年代」 の設定モードになります。
→サブ表示器は 厘互匝ヨ （年代の意味）

の表示に替わります。

く設 定 す る 場 合〉

固

旺
険 １黒 虹

「設定する場合は「▼」キーか「▲」キ

ーを押してメイン表示を所望の値（この
例では１９９４年）に変更します。

［ 口

厨

磨

キーを押す

「実行」 キーを押してください。
→ 「日付」 の設定モードになります。
→サブ表示器は 匠≡≡ 囲 （月・日の略）

の表示に替わります。

２

〉

３

〉

４

〉

５

〉

６

〉

７

〉

８

く設定する場合〉

固

団
残 陣 ㌫

「設定する場合は「▼」キーか「▲」キ

ーを押してメイン表示を所望の値（この

例では１月３１日）に変更します。

魎

歴

３

キーを押す

「実行」 キーを押してください。
→「時刻」 の設定モードになります。
→サブ表示器は 匠三；≡＝ヨ （時間・分の略）

の表示に替わります。

く設定 す る 場 合〉

１ 珊 優
残 陪 黒

「設定する場合は「▼」 キーか 「▲」 キ

ーを押してメイン表示を所望の値 （この

例では１９時ＯＯ分） に変更します。歴

＜ 機 能 メ ニ ュ ー を 押 す

直 前 の 表 示 内 容 〉

「実 行」 キ ー を押 し て く だ さ い。

→ 表 示 内 容 は、 「機 能メ ニ ュ ー」 キ ー を 押

す 直 前 の 状態 に戻 り ま す。

→ コ ン トロ ー ラ が 「実 行」 キ ー 入 力 を 認 識

した 時 点 で００秒 か ら 時 間 の カ ウ ン トを 開

始 し ま す。

３３



ｏ … ・ ‘
．

・ ＝ ＝

冷凍 機の 除麗 運転開始 ／停止の しかた

・ 冷凍 機 の 蒸 発 器 に霜 が 付 着 した 場 合 に、 霜 取 り を 行 な う 機 能 です。

操作後の表示／操作手順 説 明

１

〈除 霜 運 転 停 止 時 くタイ マ 除 霜 運転 中

の 表 示〉 の 表示〉
１

・ 様 能メ ニ ュー で 「除霜 運 転 モー ド設 定機

能」 の 選 択 モ ー ド を 呼 び 出 し て く だ さ い。

＊機能選 択を行 う

「メニューの 内容］
→ サ ブ 表 示 器 は そ の 時点 に お ける 除霜 運 転

亜 亜 を参照 の状態を表示します。

団
もしくは

匝 （（ ア３２～３７．ぺ一ジ）
［互互日 なら停止状態・匡二１二≡≡ニヨ（タイ

マ の 略） な ら タ イ マ 除霜 運 転 状 態、

１ もしく は ■

ｌ ｌ
Ｅ 王 ヨ□ （サイ ク ル の 略） な らサ イ ク ル

＝ 固 ＝ 除霜運転状態です。

＝ 固 ＝
＝ ＝
１〈サ イ ク ル 除 霜 中 の 表 示 〉１

１ １

１ 機能選択モー ド表示 １

２ １ ｌ

１ ｌ
ｌ ｌ

▼ ▼
「実 行」 キー を押 して く だ さ い。

→ 除霜 運 転 の 始 動／ 停 止 モ ー ドに な り ま す。

固 旺 ８ →サブ表示器は［～亘目の表示に替わり
匝 画 キーを押す

ます。

３

く例； 鱗 繁
／

／１；１ 鰐 １，
１

「▼」キーか「▲」キーを押してメイン

表 示 を 所 望の 値 に 変 更 しま す。

旺険固
固 一 証 １⑰◎キーの

＼蜜！ 榊
く例；サイクル陰霜運転をする場合〉

４

く機聾嘉 議 謀 １ 烹
す

「実行」キーを押してください。
→ 「機 能メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 す 直 前 状 態 に

戻 り ま す 。

３４



＾ 三 ‘ ｏ …・
夢

．
・ ＝ ＝

冷 凛 確 の サ イ ク ル 除 電 運 転 パ ラ メ ー タ 設 定 の し か た

・サ イ ク ル 除霜 運 転 に お け る 除 霜 運 転 と 除 霜 運 転 停 止 の 時 間 間 隔 を 設 定 す る 機 能 で す。

操作後の表示／操作手順 説 明

１

く例 ； 除 霜 運 転 期 間 が３０分
に 設 定 し て あ る 場 合〉

・ 機 能メ ニ ュ ー で 「冷 凍 桟 の サ イ ク ル 除 霜

＊機能選択 を行う 運 転 の パ ラ メ ー タ 設 定 濃 能」 の モー ドを

証
戦

「メニューの内観 呼び出してください。

晒
を参照
１（（ ア ・・ぺ一ジ）

→サブ表示器はその時点における除霜運転

期 間 の 設 定値 を 表 示 しま す。

機 能 選 択 モ ー ド 表示

２
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

ｏ α 珊 →サブ表示器は⊂二互司 の表示に替わり

□ ３ ます。
→ サイ ク ル 除霜 運 転 の 除 霜 運 転期 間 の 設 定

キ ー を 押 す
モ ー ドで す

除霜 運 転 期 間 の設 定 モ ー ド

３
・ 設 定 す る 場 合 は 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー

晒
残

を押してメイン表示を所望の値に変更し

１黒 窯 二 ます。
□ この例では除霜運転の運転期間を３０分か

ら１０分 に 変 更 し ま す。

４
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

皿

３

→サブ表示器は［：≡五臼の表示に替わり

団 ます。
キ ー を 押 す

除 霜 運 転停 止期 間 の 設定 モ ー ド

５
く設 定 す る 場 合〉 ・ 設 定 す る 場 合 は ｒ▼」 キ ー か 「▲」 キ ー

１黒 窯 ぶ

を押してメイン表示を所望の値に変更し巫 残 ます。
団

この例では除霜運転の停止期間を１Ｏ時間
か ら１５時 間 に 変 更 し ま す。

６
ｒ実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

→ 「機 能メ ニ ュー」 キ ー を 押 す 直 前 状 態 に

く機能メ ニューを押す ３ 戻ります。
直 前 の 表 示 内 容〉

キーを押す

３５



σ … ・ ・ ・ 一
．

・ ＝ ＝

冷凍確の冷凍運転モー ド （違 続 １ サイ ク ル） 設 定 の し か た

定 値 運 転 に お け る 冷 凍 運 転 モ ー ド を 設 定 す る 機 能 で す。

操作後の表 示／操作手順 説 明

１
く例 ； 冷 凍 運 転 く例 ； 違 続 冷 凍 運 転

停 止 時 の 表 示〉 モ ー ド時 の 表 示〉
１

・ 機 能メ ニ ュ ー で 「冷 凍機 の 冷 凍 運 転 モ ー

戦

＊機能選択を行う ド設定機能」 の選択モー ドを呼び出して

囲 旺
「メニューの内智 ください。を参照

（ ニ ア ２３～２７
、ぺ一ジ）

→ サ ブ 表示 器 は そ の 時点 にお ける 冷 凍 機 の

固 一 匝 冷凍運転モードを表示します。［≡１王〕ヨ
なら停止状態、 Ｅ；二≡≡二目 （連続の略） な

ｌ ｌ

１ ＿ １
■ 機 能 選 択 モ ー ド表不 １

ら連 続 連 転 モ ー ド、Ｅ 互 ヨ コ （サ イ ク ル の

略） な ら サイ ク ル 運 転 状態 です。
Ｉ ｌ

２ ｌ ｌ

１ ｌ
▼ ▼ 「実 行」 キー を押 して く だ さ い。

亜 團 ３
→冷凍機の冷凍運転モードの設定モード

な り ま す。

旺 囮 キーを押す →サブ表示器は Ｅ亘亘ヨの表示に替わ
り ま す。

３
く例；連続運転モード く例；サイクル運転モー ド

に設定する場合） に設定する場合） １

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し て メ イ ン

残 １冨 窯 ぶ

表示を所望の値に変更します。亟 亟旺一 旺
、電！
く冷 凍 運 転 を 停 止 す る 場 合〉

４
「実 行」 キ ー を押 して く だ さ い。

繁 麦 蒜 １ 烹
す

→冷凍運転モードの設定は終了し、「機能
メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 す 直 前 の 状 態 に 戻 り

ま す
。

３６



ク … ・ ‘
．

・ ＝ ＝

エスケー ブ犠能の使 いかた
・ エ ス ケ ー プ 機 能 は、 機 能 メ ニ ュ ー 呼 び 出 し の 中 断 や、 ブ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 操 作 の 中 断、 や り 直 し に 使 い ま す。

・ エ ス ヶ 一 プ を 呼 び 出 せ る モ ー ド は、 機 能 メ．ニ ュ ー キ ー を 押 し た 直 後 の 「機 能 選 択 モ ー ド」 、 プ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 時 の 「

プ ロ グ ラ ム 香 号 設 定 モ ー ド」 、 プ ロ グ ラ ム 編 集 時 の 「セ グ メ ン ト 設 定 モ ー ド」 、 プ ロ グ ラ ム 削 除 で の 「 プ ロ グ ラ ム 削 除 モ

ー ド」 お よ び 強制 運 転 停 止 機 能 （ア ボ ー ト機 能） の 「パラ メ ー タ 設 定 モ ー ド」 で す。

エ ス ケ ー プ を 呼 び出 し、「実行」 キ ー を 押 した 後 の 状 態は、 エ ス ケ ー ブを 実 行 し た 時 点 の モ ー ドに 応 じて 次 の様 にな り ま す。

・ 機 能 メ ニ ュ ー を 押 し て か ら 如 何 な る 機 能 も 選 択 し て な い 「機 能 選 択 モ ー ド」 で エ ス ケ ー ブ を 実 行 す る と、 機 能 メ ニ ュ ー キ

ー を 押 す 直 前 の状 態 に 戻 り ま す。

「プ ロ グラ ム 番 号 設 定 モー ド」 「プ ロ グラ ム 削 除 モー ド」 「強 制 運 転停 止 機 能 の パラ メ ー タ 設 定 モ ー ド」 で エ ス ケ ー ブを

実 行 す る と、 「機 能 選 択 モー ド」 に 戻 り ま す。

プ ロ グ ラ ム 編 集 時 の 「セ グ メ ン ト 設 定 モ ー ド」 で エ ス ケ ー プ を 実 行 す る と、 「プ ロ グ ラ ム 番 号 設 定 モ ー ド」 に 戻 り ま す。

操作後の表示 ／操作手順 説 明

く機能メ ニュー の呼出 し操作中 に呼出す場 合〉

目 キーを

る㌫⇒ 留
何 れ か一 方 を 押 す

＜ ブ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 時 に 呼 出 す 場 合 〉

〈 セ グメ ン ト 設 定 モ ー ド の 時〉 〈 プ ロ グ ラ ム 香 号 設 定 モ ー ド の 時 〉

謂＿ 軍＿◎ ◎ キー ◎ ◎ キー

榊 ＼ ！ 榊

Ｆ彗
蕉 ！ ＼ ξす

く プ ロ グ ラ ム 番 号 設 定 モ ー ド〉 く プ ロ グ ラ ム 入 力 ・

編 集 機 能 選 択 モ ー ド〉

〈 プ ロ グ ラ ム 削 除 モ ー ド の 時 〉

１扁 讐榊雪
訟 留！烹

「機 能メ ニ ュ ー」 キ ー を押 し て 機 能 選 択

モ ー ドに し、 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を

押 し て く だ さ い。

一メイン表示器は □ 覇 を点滅表示

し ま す。

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

３７
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１
・

強制 運 転 停 止 機 能 （ア ポ ー ト犠 能） の 便 い か た

・ 強制 運 転 停 止 機 能 は 実行 中 の 定 値 運 転あ る い は プ ロ グラ ム 運 転 を 強 制 終 了 さ せ、 コ ン トロ ー ラ を運 転 選 択 前 の待 機 状 態

へ と 遷 移 さ せ る 機 能 で す。
こ こ で 運 転 選 択 前 の 待 機 状 態と は コ ン ト ロ ー ラ が通 電 状 態 で あ り、 かつ 定値 運 転 も ブ ロ グ ラ

ム 運 転 も 選 択 さ れて い な い 状 態 の こ とを い い ま す。

プ ロ グ ラ ム 運 転 終 了 後 に、 運 転 し た プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 変 更 す る と き に も こ の 機 能 を 使 用 し ま す。

操作後の表示／操作手順 説 明

１

囲
匡 ヨ キーを押す ・機能メニューを押してください。 次に「

▼」 キ ー ある い は 「▲」 キ ー を 数回 押 し

Ｅ ヨ て、 メイ ン表示器に機能選択モー ド表示

◎ ◎ キーの 囲 囲 （・㎞れｒ中断」の略）を点滅

機 能選択モー ド表 示 １ い ず れ か一 方 を 押 す 表 示 さ せ てく だ さ い。

２

「実 行」 キー を押 し て く だ さ い。

囲
⊂ ⊃ キーを押す

一メイン表示器は 團 正 圓（ｒよろし

囲
いですね」 の意味） を点滅表示します。
→サブ表示器は 匠亘二≡１王コを点灯表示しま

す
。

３

「実 行」 キー を押 して く だ さ い。

・運転
灘

〉
１ ⊂ ⊃ ！－１押１

→運転選択前の待機状態になります。

３８
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プリ セ ッ ト温 度 の 登 録 の し か た

・ 温 度 の登 録 は リ モ ー ト運 転 時 （オ プ シ ョ ン 仕 様） お よ び異 常 時 以 外 は い つ で も 登 録 で き ま す。

登 録 さ れ る 場 合 は、 以 下 の 手 順 に 従 っ て 正 し く 行 っ て く だ さ い。

ブ リ セッ ト 温 度 は 最 大１０個 ま で登 録 で き ま す。

操作 後の表示／操作手順 説 明

１

睡
「機能メニュー」 キーを押した後、「▼」

キ ー か 「▲」 キ ー を 数 回押 してメ イ ン 表

唖 示器に 旺 を表示させてください。

約１秒 １ Ｖ １秒

圖 圖 →プリセット温度の登録モードになりメイ

固
⇒

固 匡ヨ キーを押！

た後に◎ ◎

ン表示器は 図 囲 （・・…ｔｔ… 鮒
約 １ 秒 血ｒｅ：ブ リ セ ッ ト 温 度 の 略） を点 滅 表 示 し

ま す 。

く倒 ；１ｏ瓜 ３γＯ，５αＯ℃が 登録さ れて いる時） １ キ ー を 数 回 押 す → サ ブ 表 示 器 は、 既 に 登 録 さ れ て い る 温 度

機 能 選 択 モー ドの 表 示 を 低 い 順 に約 １ 秒 間 隔 で 表 示 しま す。 な

お、 プ リ セ ッ ト 温 度 が 存 在 し な い 場 合 は

サブ表示器は Ｅ三三ヨ を表示します。

２
＜ 登 録 済 み の 温 度 の 数 が９個 以 下 の 場 合 〉 「実 行」 キ ー を 押 して く だ さい。

く 登 録 済 み の 温 度 の 数 が ９ 個 以下 の 場 合〉

→ プリ セ ッ ト温 度 の 登 録 モ ー ドと な り メ イ

ヨ ン表示器はＥ ≡三１を点滅表示しま

囲 す。
→サブ表示器は 囲 を表示します。

３

手順５に進み温度を登録してください。

キ ー を 押 す
＜ 登 録 済 み の 温 度 の 数 が ユ ０個 の 場 合 〉 く登 録 済 み の温 度 の 数 が １ ０ 個 の場 合〉

→ ブ リ セ ッ ト 温 度 の 上 書 き 選 択 モー ドと な

り、 メ イ ン 表 示 器 は す でに 登 録 さ れ て い

畑 優 る温度を点滅表示します。

囮 →サブ表示器は匠互〔口（ＰＵＬＬ：満杯の意
味） を 表 示 しま す。

く例；登録済みの温度〉

３９



ｏ ・ ・

プリ セ ッ ト温 産 の 量録 の し かた

操作後の 表示／操作手順 説 明

３
＜ 登 録 済 み の 温 度 の 数 が １ ０ 個 の 場 合 ＞ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 上 書き

し て 良 い ブ リ セ ッ ト 温 度 を、 メ イ ン 表 示

５ α 口 ◎ ◎ キーの
器に点滅表示させてください。

晒

例；左項では上書きして良い温度として５０
何 れ か一 方 を 押 す

℃ を 選 択 して い ま す。

く例；上書きして良い温度〉

４
「実 行」 キー を 押 して く だ さ い。

→ プリ セ ッ ト 温度 の 登 録 モー ドと な りメ イ

Ｅ ］ ３
ン表示器はＥ ≡コを点滅表示しま

囲 す。
キーを押す →サブ表示器は 匠互１≡：日 を表示します。

５
＜例 ；４６．Ｏ℃ を 登 録 す る ＞ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 登 録 し

た い 温度 を、 メ イ ン表 示 器 に点 滅 表 示 さ

亜 ◎ ◎キーの せてください。

旺 何れか一方を押す
例；左項は４６℃を登録する場合です。

６

「実 行」 キー を 押 して く だ さ い。
→ 「機 能メ ニ ュー」 キ ー を押 す 直 前 の 表 示

３ （手順ユを行う直前） に戻ります。

キ ー を 押 す
く以上 で登 録 は 完 了 で す〉

４０
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ｏ … ・

プ リ セ ッ ト 温 産 の 呼 出 し か た （１）

プ リ セ ッ ト 温 度 は、 定 値 運 転 や、 プ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 で の 「目 標 設 定 温 度」 の 設 定 時 お よ び プ ロ グ ラ ム 運 転 に お け る

「ラ ン プ レペ ル」 の設 定 時 に 呼 出 す こ と が でき ま す。

操作後 の表示／操作手順 説 明

＜ 定 値 運 転 での 設 定 時 に 呼 出 す 場 合 〉
一 ・ Ｉ 一 ・ ● ■ ・ ■ 一 一 ● ● ● Ｉ Ｉ ● Ｉ ● ● ● ■ ● ● ■ ● ● ● ■ ● ■ ■ ● 一 ● ● ● ● ● ● Ｉ ● ● １ ● ■ ● 一 ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ● ・ 一 一 ■ ● 一 ● ・ 一 … ． 一 ・ ． ・ ・ ． ・ Ｉ ・ 一 ・ ・ ■ ■ ・ 一 一 ■ １ 一 一 一 Ｉ ・ … 一 ● ● 一 ・ ‘ ・ 一 ・ ・ ・ ・ …

１
～ ５ 口

ｒ▼」 キーと 「▲」 キーを同時にユ秒以

◎ ◎ キーを 上押 してください。
咽 ｏ

同 時 に １ 秒 以上
→ プ リ セッ ト 温 度 の 呼 出 し モ ー ドに な り、

く例；測定温度２５℃〉
サ ブ 表 示 器 は 登 録 さ れ て い る 温 度 の 内

、
押 す

最も 低 い 温 度 を 点 滅 表 示 し ま す。
く例 ；登 録済み の内、 最も低い ブリセッ ト温度）

２
＜ 例 ；３７．０

℃ を 呼 出 す 〉 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し て、 サ ブ

表示 器 に 呼 出 した い 温 度 を 点 滅 表 示さ せ

固 ◎ ◎キーの てください。

固 何れか一方を押す
例；左項は３７℃を呼出しています。

３
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

固
３

→呼出した温度を目標に、定値運転を開始

固
します。

キ ー を 押 す

プリセ ッ ト 温 虜 呼 出 しの 取 リ や め かた

ブ リ セッ ト 温 度 の 呼 出 しは、 「実行」 キ ー を 押す 前 で あ れ ばす ぐに 取り 止 め る こ と が 可能 です。 以 下 の 手 順 で 行 っ て く だ

さ い。 な お そ の ま ま 「実 行」 キ ー を 押 さ なく て も 約 ユ 分 後 に 元 の 状 態に 戻 り ま す。

１

操作後の表示／操作手順

。呼出す 餉 の温度設定モ． ド。
◎ ◎ キーを

同 時 に１ 秒 以 上

押す

説 明

プリ セ ッ ト 温度 を 呼 出 した 時 点 で す ぐ に

取 り 止 め た い 時 は、 もう 一 度 「▼」 キ ー

と 「▲」 キー を同 時 に １ 秒 以 上 押 して く

だ さ い
。

→ 呼 び 出 す 直前 の 温 度 設 定 モ ー ドに 戻 り ま

す
。

４１
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一
〇

プリ セ ッ ト 温 産 の 呼 出 し か た（２）

プリ セ ッ ト 温度 は
、

定 値 運 転 や プ ロ グ ラ ム 入 力
、

編 集 で の 「目 標 設 定温 度」 の 設 定 時 お よ び プ ロ グ ラ ム 運 転 に お ける

「ラ ン プ レ ペ ル」 の 設 定 時 に 呼 出 す こ と がで き ま す。

操作後の表示／操作手順 説 明

く プ ロ グ ラ ム 入 力、
編 集 時 に 呼 び 出 す 場 合 〉

・ ． ．
７

． Ｉ ’ ■ ．

１
＜ 例 ； セ グメ ン ト１に 設 定 す る 時 ＞ ラ ン プ レ ベ ル を 入 力 す る 時 点 （サ ブ 表 示

器に 口 ： ］ 例；セグメ ンｌ１でのラ

α 口 畑 昼
◎ ◎ キーを

ンブレペルを表示）で「▼」キーと「▲」

□
１⇒

Ｅ □
キーを同時にユ秒以上押してください。

同 時 に １ 秒 以 上 → ブ リ セ ッ ト 温 度 の 呼 出 し モ ー ド に な り、

く例；前回の温度〉 く
誓 鎌 農

、
１ 押す メイン表示器は登録されている温度を点

１呼出す直前の表示例）１

滅 表 示 し ま す。

＝

． ． ． ． ．

２

＜ 例 ；３７．Ｏ
℃ を 呼 出 す ＞ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し て

、
メ イ

亜 ⑰ ◎ キーの
ン表示器に呼出したい温度を点滅表示さ

せ て く だ さ い。

Ｅ □
何れか一方を押す 例；左項は３７℃を呼出しています。

３ 「実 行」 キー を押 して く だ さ い。
→ ラ ン ブ レ ベ ル （目 標 設 定 温 度） は 呼 出 し

た温 度 に 変 更 さ れ、 メ イ ン 表示 器 は 前回

設 定 さ れ て い る ソ ー ク 時 間（ラ ン プ レ ベ

星口
ルの保持時間）の点滅表示に替わりソーク

３

時間の設定モードとなります。
目 一サブ表示器は、匠 〔 ］ （例；セグメン

／例；セグ／ン！ｌに設定 １
キ ー を 押 す

されていたソーク時間〉

ト１で のソ ー ク 時 間 の 意 味）の 表 示 に 替 わ

り ま す。

‡ プ ロ グ ラ ム の 入 力 方 法 は、 ｒ プ ロ グ ラ ム の

入力のしかた』 （二：…Ｐ ４６ぺ一ジ～）

を 参 照 し て く だ さ い。

プリ セ ッ ト 温 度 呼 出 し の 取 り 止 め か た

ブリ セ ッ ト 温 度 の 呼 出 しは
、

ｒ実行」 キ ー を 押 す 前 で あ れ ば す ぐに 取 り 止 め る こ と が 可 能 で す。 以 下 の 手順 で 行 って く だ

さ い。 な お そ の ま ま 「実 行」 キ ー を 押 さ な く て も 約 １ 分 後 に 元 の 状 態 に 戻 り ま す。

操作後の表示／操作手順

１
＜ 例 ； ブロ グラ ム 入 力 時 に 取 り 止 め た い 時 ＞

碩咋鷺岸１押す

〈呼出した時の表示例〉１ 〈呼出す直前の表示例〉

説 明

プリ セ ッ ト温 度 を 呼 出 し た 時 点 で す ぐに

取 り 止 め た い 時 は、 も う 一 度 「▼」 キ ー

と 「▲」 キー を同 時 に １ 秒 以 上 押 して く

だ さ い 。

→ 呼 び出 す 直 前 の 温 度 設 定 モ ー ドに戻 り ま

す 。

４２
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〃 … ・

通 信 ロ ッ ク ア ウ トの 設 定 と 解 除 の しか た

・ 通 信 イ ン タ ー フ ェ イ ス を 経 由 し て 接 続 さ れ た ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ か ら 通 信 要 求 が あ っ た 場 合。 こ れ に 応 じ て コ ン ト ロ ー

ラ の 制 御 を ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に 渡 す （通 信 ロ ッ ク ア ウ ト 解 除 状 態） か ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ か ら の 通 信 要 求 を 拒 絶 す る

（通 信 ロ ッ ク ア ウ ト 状 態） か を 選 択 す る 機 能 で す。 な お、 ホ ス ト コ ン ピ ニ。 一 タ と 通 信 中 に 通 信 ロ ッ ク ア ウ ト を 実 行 し た

場 合は、 通信 を 強 制 的 に 打 ち 切 り ま 九

操作後 の表示／操作手順 説 明

１
「機 能メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 し た 後 に 「▼」

キ ー か 「▲」 キー を 数 回 押 し てメ イ ン 表

１ 国 １衰１押！
示器にＥ壷亙 目 を表示させて／ださい。

一 メ イ ン 表 示 器 は、
Ｅ 憂 亙 目 （。。肌・：

通 信 ロ ック ア ウ トの 略） を 点 滅 表示 しま

す
。

→ サ ブ 表示 器 は そ の 時 点 で の 設 定 が 表 示 さ

れ ま す。

厨
固

１⑰ ◎キーを
数 回 押 す

２
・ 実 行 キ ー を 押 し て く だ さ い。

固 ｏ
→通信ロックアウト機能の設定／解除モー

ド に な り ま す。

団 キーを押す →サブ表示器は Ｅ…１五三コの表示に替わり
ま す。

３
く

鴛 三 熟 く 瓢 熟 １ 「▼」キーか「▲」キーを押してくださ

１冨 窯二
い。

残
→メイン表示器は 「０ＰＦ」 「ＯＮ」 を交互に］ 固 点滅表示します。団一 匝

４

〈機能
箒 ； 篇 喜

〉
⊂ ⊃

キーを押す

「実行」キーを押してください。
→ 表 示 内容 は、 「機 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を 押

す 直 前 の 状 態 に 戻 り ま す。

４３
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プロ グラムの構 成
プ ロ グ ラ ム 構 成 要 素 は、 「セ グ メ ン ト」 と 「リ ピ ー ト 命 令」 の ２ 種 類 に 大 別 さ れ ま す。 「セ グ メ ン ト」 に は プ ロ グ ラ ム 実 行

中 の プ ロ セ ス 制 御 を 規 定 す る セ グ メ ン ト と、 プ ロ グ ラ ム 終 了 後 の 状 態 を 規 定 す る セ グメ ン ト （こ れ を 特 に エ ン ド セ グメ ン ト

と いう） が あ り、 前 者 は 「ラ ン プ 時 間」 「ラ ン プレ ペ ル」 「ソー ク 時 間」 と いう３つ の 基 本パ ラメ ー タ と 「ウェ イ ト機 能」

と い う １つ の 属 性 バ ラ メ ー タ に よ っ て 記 述 さ れ ま す。 後 者 は 「ラ ン プ 時 問」 に よ っ て 記 述 さ れ ま す。 「リ ピ ー ト 命 令」 は 「リ

ピ ー ト 開 始 セ グ メ ン ト」 、 「リ ピ ー ト 回 数」 と い う ２つ の 基 本 パ ラ メ ー タ で 記 述 さ れ ま す。 さ ら に 各 セ グメ ン ト ご と に 「冷

凍 運 転 モ ー ド」 を 設 定 し、 ブ ロ グ ラ ム 運 転 終 了 後 の フ ァ ン運 転 状 態を 設 定 しま す。

説 明

＜ セ グメ ン トの 内 容 ＞

● セ グメ ン トの 構 成 要素

プ ロ グ ラ ム は セ グ メ ン ト 単 位 で 構 成 さ れ、 各 セ グ メ

ン トの パ タ ー ン は、 次 の ３ つ の 基 本 要 素を 設 定 し て

決 め ま す。

１．ラ ン プ レ ペ ル ： 目 標 設 定 温 度

２．ラ ン プ 時 間 ： ラ ン プ レ ペ ル に 到 達 す る ま で の 時 間

３．ソ ー ク 時 間 ： ラ ン プ レ ペ ル の 保 持 時 間

○ 定 率 勾 配 運転 の場 合＜ 図 １ を参 照 〉

Ｌラ ン プ 区 間 ⑦ で はラ ン ブ レペ ルで 設定 し た 温 度

に 向 か っ て ラ ン プ レ ペ ル と ラ ン プ 時 間 で 規 定 さ れ

た 定 率 勾 配 運 転 を行 いま す。

２、ソ ー ク 区 間 ⑦ で は
、 ラ ン プ レ ペ ル で 設 定 し た 温

度 を ソ ー ク 時 間 で設 定 し た 時 問 だ け維 持 し ま す。
→ 設 定 は 次 の よう な 順 序 です。 （ 二：…Ｐ

４６～５２

ぺ 一 ジ 「プロ グ ラ ム の 入力 の しか た」 を参 照）

〈セグメ ン ト１ への入カ例〉

Ｅ篭⇒Ｅ豊⇒円碧
（ラ ン プ 時 問） （ラ ン プ レ ペ ル） （ソ ー ク 時 間）

● 定 率勾 配 運 転 を 行 わ な い 場 合 ＜ 図 ２ を 参 照 ＞

１．ラ ン ブ 区 間 で、 ラ ン プ レ ペ ル に で き る だ け 早 く 到

達させたい 船 は、 ランプ時問に 匡 匪 Ｅ を

設 定 し ま す。

● 勾 配連 転 を 連 結 す る 場 合 ＜ 図 ３ を 参 照 〉

１．異 な る 定率 勾 配 運 転 を 連 続 して 行 う 場 合 に は、 先

に 設 定 す る セ グ メ ン ト （セ グ メ ン トＡ） の ソ ー ク

時問 を 「０」 に しま す。 （ソ ー ク 区 間 が な い 状 態）

● セ グメ ン ト に 関 す る そ の 他 の 要 素

１．ウ ェイ ト機 能 （右 項 の ウ ェイ ト入 力 例 を 参 照）

負 荷 や 外 乱 の 影 響 で、 測 定 温 度 が 目 標 設 定 温度 に

達 し な い 場 合 や 外 れ た 場 合、 ラ ン プ区 間 で は目 標

設 定 温 度 に な る ま で 次 の 区 間 に 進 ま な い よ う に す

る 機 能 で す。

２、
エ ン ド セ グ メ ン ト

新規 ブ ロ グ ラ ム の 入 力 を 完 了 す る 場 合 は、 最 後 の

セグメン１のランブ時間に ［ 国 を呼出し

て 入 力 し ま す。

測定温度

ラ ン プ
レ ペ ル

ラ ン プ
レ ベ ル

⑦ ラ ンプ区間

⑦ ソーク区間

ラ ン プ時 間 ソ ー ク 時 間 時 間

く図 １ 勾配 運転の 場合のセ グメ ント概念図〉

測 定 温 度

；ｚ
一．．一

丁

◎ ソ ー ク 区 間

．

Ｉ

Ｉ

一

・

．

一

一

一

一

一

Ｉ

一

一

一

■

一

．

１

一

．

・

・

ソ ー ク 時間 時問

▲
一

ランブ時間（ 睡 コ≡コ）を設定

く図２ 勾配運 由を行わないセグメント概念図〉

測 定 温 度 セ グ メ ン トＡ

ラ ン プ

レ ベ ル

ラ ン プ

レ ベ ル

セ グメ ン トＢ

時間

時問

く図３ 勾配連転のセグメントを運結 した場合の概念図〉

〈ウ ェ イ ト機 能０Ｎの 入力 例〉

｛匿ト匿ザ
（ソ ーク 時 問） （ウ ェイ ト機 能）
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□

プロ グラム の構成

説 明

３
．
ホ ー ル ド

ソーク時間に 融 を設定すると、目標設定温

度 を （ラ ン ブ レペ ル） 維 持 し続 ける ブ ロ グラ ム に な り

ま す。 ま た ブ ロ グ ラ ム 入 カ モ ー ドは 終 了 し ま す。

・ 囲 は、 ソーク時間を選択する時点で、 ０時

間 ０ 分 と ９９ ９時 間 の 間 に 点 滅 表示 しま す。

（右 図 の ホ ー ル ド選 択 時 の 表 示 例 を 参 照）

△ 注 意

〈ホール ド選択時の 表示例〉

㌻寧㌻
曙１ 留

（９ ９ ９８寺問） （Ｏ 時 問 Ｏ 分）

＊ 機 能メ ニ ュー のホ ー ル ド機 能 （入 力 し た 時点 の 状 態 を

保 持 す る） と は違 い ま す の で、 混同 し な い よ う 注 意 し

て く だ さ い。

＜ リピ ート命令の内容 ＞

● リ ピー ト 命 令 の 構 成

リ ピー ト 命 令 は、 セ グメ ン ト 群 を何 度 も 繰 り 返 し実 行

さ せ る 命 令 で、 「リ ピ ー ト 開 始 セ グ メ ン ト」 と 「リ ピ

ー ト 回数」 で 記 述 さ れま す。

１．リ ピ ー ト 開 始 セ グ メ ン ト

セ グ メ ン ト の 入 カ モ ー ド で、 リ ピ ー ト を 開 始 し た い

セ グ メ ン ト 番 号 の 入 力 を 行 い ま す。 こ れ に よ り、 所

望 の 開 始 セ グメ ン ト か ら リ ピ ー ト 開 始 セ グ メ ン ト の

入力 直 前 の セ グ メ ン トま で を 繰 り 返 し 運転 しま す。

（右 項 の リ ピー ト 入力 表 示 例 を 参 照）

２．リ ピ ー ト 回 数

リ ピー ト回 数 は １ か ら ９ ９ ９ ９ 回 ま で任 意 に 設 定 で

き ま す。 な お リ ピ ー ト運 転 を 際 限な く 続行 す る 場 合

は リ ピ ー ト 回 数 を 「０」 に し ま す。 リ ピ ー ト 回 数 を

０ に す る と ブ ロ グ ラ ム 入 カ モ ー ド は 終 了 し ま す。

△ 注意

＊ リ ピー ト 命 令 の 後 に 設 定 し た セ グメ ン トを そ の リ ピー

ト 命 令 で リ ピー トす る こ と は で き ま せ ん。

＊ リ ピ ー ト 命 令 の 設 定 内 に別 の リ ピー ト命 令 を 重 複 させ

た り（ネ ス テ ィ ン グ）、 交 錯 さ せ た り す る 設 定 は で き ま

せ ん の で 注 意 し て く だ さ い。

２
．

匿ヨ帥昧㈱
ｕ 雫驚榊

堅ｏ榊㈱
ｕ ⊂１⊃１押す

芋娯各
苧ぐ㌫
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一
■

プロ グラ ム の 入 力 の しか た

こ こ で は 一 例 と し て 図 ４ に 示 す プ ロ グ ラ ム の 入 力 の し か た を 示 し ま す。

り ピー ト命令 （セ クメ ント２～３を３回〕

５０

ρ

幽
鴫
艘
諮

３０

１ 賄 ＳＴＥＰ １

セクメンｌｌ １ セク ル １・ １セクメン１・１

撒 醐：ＯＦＦ 用 エイト帷：ＯＮ〕 撒 箏
（冷模運幅．サイクル〕 ．連静

１セグメン１・１

ｒｌ；ｒ１
〈 舳 ント

｛ウェイ ト 帷 ：ＯＮ〕 ｛ファン 鮎 ：ＯＦＦ〕
｛冷模運転．サイクル〕

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

一 一一一一 一→ 時 間 （ｈＬ）

図４
．

ブ ロ グ ラ ム の 入 力 例

操作後の表 示／操作 手順 説 明

く プ ロ グ ラ ム 番 号 を 設 定 す る 〉

１

２

３

畢例；未使用セグメント１２）

ラム２本）

匡ヨキーを
押 した 後 に

◎ ◎ キーの
何 れか 一 方 を数 回 押 す

■

民
■

■

●

・

■

●

■

・

●

■

■

１例； 榊 １／１数１１）１ ⊂ ⊃ キーを押す
・

・

■

・

．

●

．

・

ム１に関する …

使用済みセグメ ント数２〉
．

＜ 例 ； ブロ グラ ム ３ 香 に 入力 す る 〉…

．

●

同
■

．

●

■

・

一
・

■

■
．

■

■
●

Ｉ

く例；未使用セグメント数１２）≡
■

‘

■

．

．

●
‘

■

■
■

ム劃こ関する １

使霜済みセグメント数０）
’

◎ キーを押す

「機 能メ ニ ュ ー」 キ ー を押 し て 機 能 選 択

モ ー ドに し、
「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を

数 回 押 し て く だ さ い。

→ プ ロ グ ラ ム 入 力 選 択 モ ー ド に な り メ イ ン

表示器は 国 を点滅表示します。
→ サ ブ表 示 器 は、 左２桁 に 既 存 の プロ グラ

ム 本 数 を、 右２桁 に 未 使 用 セ グメ ン ト 数

を 表 示 し ま す。

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。
→ ブ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 モ ー ド に な り メ イ

ン表示器は 匪 二 ］ を点滅 赫 しま

す 。

→ サ ブ表 示 器 は、 左 ２ 桁 にメ イ ン 表 示 器 に

点 滅 して い る プロ グラ ム番 号 の 使用 済 み

の セ グメ ン ト 数 を、 右 ２ 桁 に は 未 使 用 の

セ グメ ン ト 数（ト ー タ ル の プ ロ グ ラ ム 記

憶 用 メ モ リ 容 量 か ら す べて の 使 用 済 の ブ

ロ グラム 容 量 を 減 じ たも の）を 表 示 しま 丸

ｒ▲」キーを押して 目 （プロ
グ ラ ム ３ 番 の 意 味） に し て く だ さ い。

→ プ ロ グ ラ ム ３ 番 は 何 も プ ロ グ ラ ム さ れ て

い な い た め、
サ ブ 表 示 器 は 左 ２ 桁 に

「Ｏ」 （使 用 済 み の セ グメ ン トが な い）

を、 右 ２ 桁 に は 使 用 可 能 な セ グメ ント 数

１ ２ を 表 示 し ま す。

４６
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プロ グラ ム の 入 力 の し か た

プ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す。

操作 後の表示／ 操作 手順 説 明

〈 セ グメ ン ト １ を 設 定 す る 〉

４

・ 一’一
■

’．一．’

く例 ；ステッ プ連 転を入力 する〉 「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

一 目 へのブログラム入カモー

ドに な り ま す。

囲 →サブ表示器は Ｅε二］を表示しランブ

ｒと ’ １ 舳 １１／欄）１ ⊂ ⊃ キー１押す
時間工の入力を要求します。

→メ イ ン 表 示器 は 新 規 に プロ グラ ム を 入 力

する場合 睡 理 を点滅表示します。
＊ 本例 の セ グメ ン ト ユ で は勾 配 運 転 を しま

せんので・このまま 彊 を入力

し ま す。

５
「実行」 キ ー を 押 して く だ さ い。

団

→ランプ時間ユが確定します。

舳 ンｌ１ 舳 ）１ ⊂ ⊃ キー１押す

→サブ表示器は Ｅ〔二］の表示に替わり

’ ’
ｒ し ‘

ラ ン ブ レ ベ ル １ の 入 力 を 要 求 し ま す。

→ メ イ ン 表 示 器 は 新 規 に ブ ロ グ ラ ムを 入力

する場合 ［ コ 醜 を点滅表示します・

６

〈例；３０．Ｏ
℃にする〉 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 目 標 の

◎ ◎ キ ー の
「３０．Ｏ℃」 に合 わ せ てく ださ い。亜

口
何れか一方を押す

７
「実 行」 キー を 押 して く だ さ い。

巫
→ランプレペルユが確定します。

くセグメント、のゾク鯛、
１ ⊂ １：）キー１押す

→サブ表示器は 匡亘二］ の表示に替わり

５ と １ ソ ー ク 時 間 １ の 入 力 を 要 求 しま す。
→ メ イ ン 表 示 器 は 新 規 に プロ グラ ム を 入 力

する場合 囲 を点滅表示します。

８

＜例；１時間３０分にする＞ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 目 標 の

玉 ◎ ◎ キーの
「１時間３０分」 に合わせてください。

目 何れか一方を押す

９
「実 行」 キ ー を 押 して く だ さ い。

→ ソ ー ク 時 間 １ が 確 定 しま す。

丑
→サブ表示器は 固互二］の表示に替わり

⊂ ⊃ キーを押す

ウェイト樵能１の入力を要求します。

匪 コ →メイン表示器は新規にブログラムを入力
する場合 ［ 理 を点滅表示します。

＊ 本 例 で は、 上 昇 時 間 を ソ ー ク 時 間 に 含 め

ま す の で 「ＯＦＰ」 に し ま す。

４７
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プロ グラ ム の 入 カ の し か た

プ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の ブ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す。

操作 後の表示／操作手順 説 明

くセ グ メ ン ト １ を 設 定 す る 〉
一

∩

∪

’’ す’’’’‘

〈冷凍機の逗転モー ドを設定する〉 ｒ▼」 キ ー か 「▲」 押 す と メ イ ン 表 示 器は［丑 亟 亟目
固

をスクロール表示するので、メイン表示

◎ ◎ キ ー の を所 望 の 値 に 変 更 し て く だ さ い。

目 何れか一方を押す ［ 莚 は運転停止、壷 五圓は
連続運転・［…二 憂 目 はサイクル運転で

す
。

＊ 冷 凍 機 の 運 転 モ ー ド の 設 定 に つ い て は、

「冷 凍 機 の 冷 凍運 転 モ ー ド （連 続・ サ イ

クル） の設定」 （二： ア １１ぺ一ジ）を

参 照 し て く だ さ い。

〈セ グ メ ン ト２ を 設 定 す る 〉

π

．’ｆ■．・’’

＜例；定率勾配運転を入力する〉 「実 行」 キ ー を押 し て く だ さ い。

→ セ グ メ ン ト ユ の 設 定 が 確 定 し、 セ グメ ン

遍
ト２の入カモードになります。

榊 ント鋤 １ ⊂ １⊃ キー１押す

一メイン表示器は 駆 〔 ヨ （・・・… ｔ・

ヨ ㍑ の 略） を 点 滅 表 示 し、 セ グメ ン ト ２ の 入

カ モ ー ド で あ る こ と を 示 し ま す。
→ サ ブ表 示 器 は 左 ２ 桁 に 現在 入 力 中 の プ ロ

く劫 中のブログラ 扇 号） グ ラ ム 番 号 を
、 右 ２ 桁 に 使 用 可 能 な セ グ

メ ン ト 数 を 表 示 し ま す。

１２
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

→サブ表示器は Ｅ亘ニヨ を表示しランブ

時 間 ２ の 入 力 を 要 求 しま す。

囲

榊ント、 ㈱
１⊂ ⊃ キー１押す

一メイン表示器は 睡 理 を点滅表示
パ と ～

しま す。

＊ 本例 のセ グメ ン ト２ で は勾 配 運 転 を 行 い

ま す の で、 所 望 の 値 を 設 定 し て く だ さ い。

な お 入 力 は、 セ グ メ ン ト １ に 習 っ て 行 っ

て く だ さ い。

くセ グメ ン ト １と 同 様 の 手 順 で、ラ ン プ 時 問、ラ ン プ レ ペ ル、 ソ ー ク 時 問、 ウ ェ イ ト 機 能、 冷 凍 運 転 を 入 力 し ま 丸 〉

ｆ ３

・‘？’‘・．．＜例；１時間を入力する〉

◎ ◎ キーで選択後
「▼」 キーか 「▲」 キーを押して所望の

晒 時間に合わせましたら、 「実行」 キーを

團 ⊂ ⊃ キーを押す
押してください。

→ ラ ン ブ時 間２ が確 定 しま す。

１４ 〈例；５０℃を入力する〉

圃
◎ ◎ キーで選択後

「▼」 キーか「▲」 キーを押して目標の
温 度 に 合 わ せま し た ら、 「実 行」 キ ー を

口 ⊂ ⊃ キーを押す
押してください。

→ ラ ン ブ レ ベ ル ２ が 確 定 し ま す。

４８
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プロ グラ ム の 入 カ の し か た

ブ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す。

操作後の表示／操作手順 説 明

〈セ グメ ン ト１と 同 様 の 手 順 で、 ラ ン プ 時 問、ラ ン プ レ ペ ル、 ソ ー ク 時 問、ウ ェ イ ト 機 能、 冷 凍 運 転 を 入 力 し ま 玄 〉

１ ５

．‘‘’ｆ ．’・．’

〈例；３０分を入力する＞

◎ ◎ キ ー で 選 択 後

ｒ▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 所 望の

圃 温度に合わせましたら、 「実行」キーを

口 ⊂ ⊃ キーを押す
押してください。

→ ソ ー ク 時 間 ２ が 確 定 し ま す。

１６
＜例；ウェイト機能をＯＮにする〉

◎ ◎ キ ー で 選 択 後

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して ウ ェイ

玉 ト機能を 「ＯＮ」 に合わせましたら、「実

口 ⊂ ⊃ キーを押す
行」 キーを押してください。

→ ウ ェ イ ト 機 能 ２ が 確 定 し ま す。

１７
＜例；冷凍棲をサイクル運転にする〉 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 冷 凍 機

五
◎ ◎ キーで選択

の運転を Ｅ 旺 目に合わせましたら・

團
ｒ実行」 キーを押してください。

→ 冷 凍 運転 ２ が 確 定 しま す。

く セ グ メ ン ト３ を 設 定 す る 〉

１ ８

一．．７．．・．’一

團

「実行」 キーを押してください。

榊 ／脇 １ ⊂ ⊃ キ十１押す

→セグメント２の設定が確定し、 セグメン

３ 〃 ト ３ の 入 カ モー ドに な り ま す。

１劫 中のブログラム 鵜）

１９
「実 行」 キ ー を押 し て く だ さ い。

彊
＊本例のセグメント３では勾配運転をしま

ｒと ヨ 舳ント蜥 榊
１ ⊂ １⊃ キー１押す せんので・このまま 睡 亜 を入力

し ま す。

→ ラ ン プ 時 間 ３ が 確 定 しま す。

〈セ グメ ン ト １と 同 様 の 手 順 で、ラ ン プ 時 間、ラ ン プ レ ベ ル、 ソ ー ク 時 間、 ウ ェ イ ト 機 能、 冷 凍 運 転 を 入 力 し ま 丸 〉

罰

・’’．． ？ ．．■．．・

＜例；３０℃を入力する〉 「▼」 キ ー か ｒ▲」 キ ー を押 して 目 標 の

圃
◎ ◎ キーで選択後 温度に合わせましたら、 「実行」 キーを

押 し て く だ さ い。

口 ⊂ ⊃ キーを押す →ランブレペル３が確定します。

２１

＜例；ｏ時ｏ分を入力する〉 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 所 望 の

圃
◎ ◎ キーで選択後 温度に合わせましたら、 「実行」 キーを

⊂１ ⊃ キーを押す

押してください。

目 →ソーク時間３が確定します。

４９
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プロ グラ ム の 入 力 の しか た

プ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す。

操作後の表示／ 操作 手順 説 明

〈セ グ メ ン ト１ と 同 様 の 手 順 で、ラ ン プ 時 間、ラ ン プ レ ペ ル、 ソ ー ク 時 問、 ウ ェ イ ト 機 能、 冷 凍 運 転 を 入 力 し ま 丸 〉
’ 一 ■ 一

，
一 一 一

’
Ｉ

２２ 〈例；ウェイト機能をＯＮにする〉 「▼」 キー か 「▲」 キ ー を 押 し て ウ ェイ

園
◎ ◎ キーで選択後 ト機能を「ＯＮ」 に合わせましたら、

⊂ ∋ キーを押す

「実行」 キーを押してください。
匪 コ →ウェイト機能３が確定します。

２３

〈例；冷凍棲を連読運転にする〉 ｒ▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し て 冷 凍 機

壷 ◎ ◎ キーの の運転を 團 に合わせましたら、
い ず れ か 一 方 を 押 す

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

目 →冷凍運転３が確定します。

〈リ ピー ト命令を 設定する〉
一

． ・ ’

７

’ ’ ・ ’ ’

廼
→セグメント３の設定が確定し、セグメン

２
榊 ／１鋤 １ ⊂ １⊃ キー１押す

ト４の入カモードになります。
ヨ ９ ＊ こ こ で 「▼」 キー か 「▲」 キ ー を 押 して

リ ピート 命 令 の 人 カモー ドに切 り 替えま す。
く劫 中のブログラム番号）

２５

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し てメ イ ン

圃
◎ ◎キーの 表示器に［ 理 （・・…［の略）を

田 いずれか一方を押す
点滅表示させてください。

→ リ ピ ー ト 命 令 の入 カ モ ー ドに切 り 替 わ り

ま す
。

２６
「実 行」 キ ー を 押 して く だ さ い。

コ
→サブ表示器は［≡：韮＝１ヨ （ＲｅｐｅａｔＳｔ舳の

⊂ ⊃ キーを押す
略） の表示に替わり、 リピートを開始す

囲 るセグメント番号の入力を要求します。
→ メ イ ン 表 示 器 は 選 択可 能 な セ グメ ン ト番

号 の 内、 最 も 若 い番 号 を 点 滅 表 示 しま す。

２７

＜例；セグメント２からリピートする＞ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し てメ イ ン

コ ◎ ◎ キーの
表示器の値を、目的の「２」 （セグメン

い ず れ か一 方 を 押 す
ト ２ 番 の 意 味） に して く だ さ い。囲

２８
「実 行」 キ ー を押 して く だ さ い。

→ リ ピ ー ト開 始 七 グメ ン トの 設 定 が確 定 し

コ
⊂ ⊃ キーを押す

ます。
藺

→サブ表示器は Ｅ…二≡１＝目 （ＲｅｐｅａｔＣｏ㎜ｔ
の 略） の 表 示 に 替 わ り、 リ ピー ト 回 数 の

入 力 を 要 求 し ま す。
→ メ イ ン 表 示 器 は 新 規 に プ ロ グ ラ ム を 入 力

す る 場 合 「ユ」 を 点 滅 表 示 しま す。

５０
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プロ グラムの入カ の しか た

プ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す。

操作後の表 示／操作手順 説 明

２９

〈リ ピー ト命令を設定する〉

く例；リピートを３回行う＞

［ ニ ヨ ◎ ◎ キーの

Ｅ 壷
いずれか一方を押す

「▼」 キーか 「▲」 キーを押してメイン

表示器の値を、 目的の回数 「３」 にして

ください。

Ｏ

くセグメント４を設定する〉

討

㍗

㌻

「実行」 キーを押してください。
→リピート回数が入力され、リピート命令

の設定が確定します。
→リピート命令に切り替える前の、 セグメ

ント４の入カモードに戻ります。

１

醍

ｒし ㍗ 舳 ント、 ㈱
１ ⊂ ⊃ キー１押す

「実行」 キーを押してください。
＊本例のセグメント４では勾配運転をしま

せんので・ このまま 睡 王 週 を入力

します。
→ランプ時問４が確定します。

く セ グメ ン ト １ と 同 様 の 手 順 で、 ラ ン ブ 時 問、ラ ン プ レベ ル、 ソ ー ク 時 間、 ウ ェ イ ト 機 能、 冷 凍 運 転 を 入 力 しま す。〉

・Ｉ．｝・一一■●■●●●●●●●

２
ｒ。」 キ ー か ｒ。」 キ ー を 押 し て目 標 のく 舳 Ｏ℃を入力する＞

◎ ◎ キ ー で 選 択 後
温 度 に 合 わ せ ま し たら、 ｒ実行」 キ ． を

［ 塾 睡
押 して く だ さ い。

圧 ］
⊂ １ ⊃ キ ー を 押 す

→ ラ ン ブ レ ペ ル ４ が 確 定 しま す。

３
＜例・１時間を入力する〉

◎ ◎ キーで選択後

醜

匪 ］
⊂ １⊃ キー１押す

「▼」 キーか 「▲」 キーを押して所望の

時間に合わせましたら、 「実行」 キーを

押してください。
→ソーク時間４が確定します。

＜例１ウェイト樵能をＯＮにする〉
◎ ◎ キーで選択後

］

匪 ］
⊂ ⊃ キー１押す

「▼」 キーか 「▲」 キーを押して所望の

機能を「０Ｎ」に合わせましたら、「実行」

キーを 押してください。
→ウェイト棲能４が確定します。

５
＜例；冷凍機をサイクル運転にする〉

旺

日

◎ ◎ キーで選択後

⊂ ⊃ キーを押す

「▼」キーか「▲」 キーを押して冷凍機

の運転を Ｅ 鋏 に合わせましたら、
「実行」 キーを押してください。

→冷凍運転４が確定します。

５１
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プロ グラ ム の 入 力 の し か た

ブ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の ブ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す。

操作 後の表示／操作手順 説 明

く エ ン ドを 設 定 す る 〉

６

團
→セグメント４の設定が確定し、 セグメン

ト ５ の 入 カ モ ー ド に な り ま す。

ヨ ８

く未 鯛 セグメント数）

く劫 中のブログラム番号）

７
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

囲 →サブ表示器は Ｅ互＝ヨを表示し、ラン

ｒ ヒ ５ ⊂ ⊃ キーを押す
プ時間５の入力を要求します。

＊ ここ で ｒ▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を押 し て

くセグメント５のランブ時間５） エ ン ドセ グ メ ン ト の 入 カ モ ー ド に 切 り 替

え ま す。

８

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して メ イ ン

固 ⑰ ◎ キーの
表示器に□ 壷 を点滅表示させて

團
ください。い ず れ か 一 方 を 押 す → エ ン ドセ グメ ン ト の 入カ モ ー ドに 切 り 替

わ り ま す。

９

＜例 ；ブログラム運転終了後、
「実 行」 キー を 押 し て く だ さ い。ファ 脇 Ｏ 帥 ＞

⊂ ⊃ キー１押す
［ 垂 １

匠 ］
▼

◎ ◎ キーの

→サブ表示器は 匠互ニヨを表示し、プロ

グ ラ ム 連 転 終 了 後 の フ ァ ン の 動 作 の 入 力

を 要 求 し ま す。

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 してメ イ ン

いずれか一方を押す
表示器に ［ 亜 を点滅表示させて

く だ さ い。

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

目
→エンドセグメントが入力され、 プログラ

ム３ 番 へ の プ ロ グラ ム 設 定 が す べ て 確 定

５ ワ
⊂ ⊃ キーを押す しました。

１例：未 鯛 セグメント数７）
→ プ ロ グ ラ ム 入 カ モ ー ド の 表 示 内 容 に 戻 り

１例： 襯 済みセグメント数５） ま す。

５２
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プロ グラムの 続集の しかた

プ ロ グ ラ ム 編 集 で は、 既 に 入 力 さ れ た 「ラ ン ブ 時 問」 、
「ラ ン ブ レ ペ ル」 、 「ソ ー ク 時 間」 、

一 ト の 「リ ピ ー ト 開 始 セ グメ ン ト」 、 「リ ピ ー ト 回 数」 を １ セ グ メ ン ト ず つ 変 更 で き ま す。

「ウェ イ ト 機 能」 お よ び リ ピ

△ 注 意

＊ セ グ メ ン ト や リ ピ ー ト 命 令 の 削 除、 お よ び 新 規 に 組 ん だ セ グメ ン ト や リ ピ ー ト 命 令 の 挿 入 は で き ま せ の で 注 意 し て く だ

さ い。

こ こ で は
、

前 項 の 「ブ ロ グ ラ ム 入 力 の し か た」 の 入 力 例 （図 ４） を 基 に、 ブ ロ グ ラ ム ３ 番 の ３ セ グ メ ン ト 目 を 例 に と り、 ス

テ ッ ブ 運 転 か ら 定 率 勾 配 運 転 へ の 編 集 を 行 う も の と しま す。

操作後の表 示／操作手順 説 明

１ ＜ 編 集 す る プ ロ グ ラ ム 番 号 を 呼 出 す 〉…
「機 能メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 して 機 能 選 択

固 匡 ヨ キーを モードにし、 「▼」キーか 「▲」キーを

ヨ ？ １例； 鰍 グメン／数・） １ 押 し た 後；こ

く例，既存ブログラム。本、
◎ ◎ キ ー の

押 して く だ さ い。
→ プ ロ グ ラ ム 入 力 選 択 モ ー ド に な り メ イ ン

機能選択モード表示 １ 何れか一方を押す

表示器は 團 を点滅表示しま丸

２

目
「実行」 キーを押してください。

例 榊 ン蜘）１ ⊂１ ⊃ キー１押す

→プログラム入力・編集モードになりメイ

～ ７ ン表示器は 匪 ： ］ を点滅表示しま

す。

く例；ブログラム１に関する

使 麟 みセグメント数２）

３
く 例 ； ブ ロ グラ ム ３ 番 を 編 集 す る 〉… 「▲」 キ ー を 押 し てメ イ ン 表 示 器 に 編 集

し た い ブ ロ グ ラ ム 番 号 を、 点 滅 表 示 さ せ

目

例、 榊 ン蜘 １ ◎キー１押す
て／ださい一本例では 目 ）

５ ７
→ サ ブ表 示 器は、 左 ２ 桁 に ブ ロ グラ ム ３ に

関 す る 使 用 済み の セ グメ ン ト数 を、 右 ２

く例；ブログラム３ 醐 する
桁 に は 未 使 用 の セ グメ ン ト 数 を 表 示 し ま

使 脳 みセグメント数５） す。

４
「実行」 キー を押 して く だ さ い。

目
→メイン表示器は、 プログラム３番に最初

に組 ま れ て い る セ グメ ン ト番 号 を点 滅 表

ユ ７ 例 榊 ／榊 １ ⊂ ⊃ キー１押す 示します。
→ サ ブ 表示 器 は、 左 の桁 に現 在 編 集 中 の ブ

く例； 鱗 中のブログラム 鰐〉 ロ グ ラ ム 番 号 を、 右 の 桁 に 未 使 用 の セ グ

メ ン ト 数 を 表 示 し ま す。

５
く セ グメ ン ト３ を 呼 出 す ＞

「▲」 キ ー を 押 し てメ イ ン 表 示 器 に 編 集

團
したいセグメント番号を、 点滅表示させ

ユ ７ く例、 榊 ント鉤） １ ◎ キーを押す
て／ださい 一 本例では 團 ）

く例； 鱗 中のブログラム者号〉

５３
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プロ グラ ム の 欄 集 の し かた

プ ロ グ ラ ム ３ 番 の プ ロ グ ラ ム 編 集 を 行 い ま す。

操作後の表示／操作手順 説 明

＜セ グ メ ン ト ３ を 編 集 す る 〉

６

・■Ｉ ７ ■■’■Ｉ

囲

舳ント蜥 脇
１ ⊂ １⊃ キー１押す

「実行」キーを押してください。

ｒ と ３

→ セ グメ ン ト ３ の ラ ン ブ 時間 が ス テ ッ プ に

設 定 さ れ て い る こ と を 示 し て い ま す。

７
＜２時間を入力する＞ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し て所 望 の

圃 ◎ ◎ キーの 時間に変更してください。

口
何れか一方を押す ＊ここでセグメント３を匂配運転に変更し

ま す。

８
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

醐
⊂１ ⊃ キーを押す

→編集したランプ時間３が確定します。

口
＊ランブレペルの入力要求ですが編集しま

せ ん の で そ の ま ま 「実 行」 キ ー を 押 して

く だ さ い。

９

醐
「実行」 キーを押してください。

⊂１ ⊃ キーを押す

→ランプレペル３が確定します。
目 ＊ソーク時間の入力要求ですが編集しませ

んの でそ の ま ま 「実 行」 キ ー を 押 して く

だ さ い。

１０
〈例；ウェイト機能を０冊にする〉

⊂１ ⊃ キーを押す

「実行」 キーを押してください。

固
→ソーク時間３が確定します。

◎ ◎ キ ー の

「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して ウ ェイ ト

匪 コ 機能を 「０１コＦ」 にしてください。
何 れ か 一方 を 押 す

１１

扇

「案行」 キーを押してください。

⊂ ⊃ キーを押す

→ウェイト機能３が確定します。

目 ＊冷凍運転３の入力要求ですが編集しませ
ん の で そ の ま ま 「実 行」 キ ー を 押 して く

だ さ い。

１２
「実 行」 キ ー を押 し て く だ さ い。

目
→冷凍運転３が確定します。セグメント４

の 編 集 モ ー ド に 移 行 し ま す が、こ こ で は

５ ７ く例；未使用
セグメント物）

編 集 しな い の で 「▼」 「▲」 キー を 押 し

憾 鰍 鵜 １ ⊂ １⊃ キー１押す

↓１分１以上放置

て［ 覧 …コを表示させ・ｒ実行」キー
を 押 し ま す。

＊ １ 分 以 上 放 置 しま す と 「機 能 メ ニ ュー」

キ ー を 押 す 直 前 の 状 態 に 戻 り ま す。
く機能メ ニュー キーを 押す直前の状態〉 ＊ エ ス ケ ー ブ機 能 を 実 行 して、 「機 能 選 択

モ ー ド」 さ ら に 「機 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を

押 す 直 前 の 状 態 に も どる こ と が で き ま す。

５４
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プロ グラ ム の 削 除 の し かた

プ ロ グ ラ ム 編 集 で は、 既 に 入 力 さ れ た プ ロ グ ラ ム を ブ ロ グ ラ ム 番 号 の 単 位 で 削 除 で き ま す。

△ 注 意
＊ 本 機 能 で は 削 除す る プ ロ グ ラ ム の 内 容 は 確 認 で き ま せ ん の で、 削 除 する 際 は 注 意 して く ださ い。

プ ロ グ ラ ム 内 容 確 認 は 「ブ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 機 能」 を 使 っ て 行 っ て く だ さ い。

こ こ で は、 プ ロ グ ラ ム ユ 番 を 削 除 す る 例 を 示 し ま す。

操作後の表 示／操作手順 説 明

く削 除する プロ グラム番号を呼 出す〉

１ 「機 能 メ ニ ュー」 キ ー を 押 して 機 能 選 択

匡 ヨ キー を

モ ー ドに し、 「▼」 キー か 「▲」 キ ー を

囲
数回押してください。

押 し た 後 に → プ ロ グ ラ ム 削 除 モ ー ド に な り メ イ ン 表 示

引 ～ 例； 榊 ント鋤２）１ ◎ ◎ キーの 器は 囲 を点滅表示します。

１例； 賄 ブログラム２本） １ 何 れ か 一 方 を 数 回 押 す
→ サ ブ 表 示 器 は、 左２桁 に 既 存 プ ロ グ ラ ム

機 能 選 択 モ ー ド 表 示
数 を、 右２桁 に 未 使用 セ グメ ン ト数 を 表

示 し ま す。

２
「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

→ プ ロ グ ラ ム 削 除 モ ー ドに な り メ イ ン 表 示

目
⊂ ⊃ キーを押す

器は存在するプログラムの内小さい方の

囮
番号を点滅表示します。
例；左項は 旺 ≡二 ］ （プログラム１番

の 略） を 表 示 して いま す。

→サブ表示器は 日８ココ≡コ を表示します。

３
「▼」 キ ー を 押 し てメ イ ン 表示 器 に削 除

し た い プロ グラ ム 番 号 を 点 滅 表 示 さ せ

く機能メニ
為 三

状態〉
１ ⊂ ⊃ キー１押す

「実行」キーを押してください。
＊ 本例 で は ブロ グ ラ ム１ 番 を削 除 しま す の

で、 そ の ま ま 「実 行」 キ ー を 押 し て く だ

さ い 。

→ プ ロ グ ラ ム １ 番 が 削 除 さ れ、 「機 能 メ ニ

ユ ー」 キ ー を 押 す 直前 の 表 示 に戻 りま す。
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ｏ

日 常 の 点 検 ・ お 手 入 れ

▲ 危 険

● 点 検 や お 手 入 れ を す る 場 合 に は、 必 要 な 時 以 外は 必 ず 電 源 ブラ グを コ ン セ ン トよ り 抜 い て から 実 施

し て く だ さ い。

● 機 器 が 完 全 に 冷 え て か ら 実 施 し て く だ さ い。

● 機 器 は 絶対 に 分 解 し な い で く だ さ い。

△ 注 意

● 樹 脂 部 分 や 操 作 パ ネ ル 部 の 汚 れ は、 よ く 絞 っ た 柔 ら か い 布 で
、

ふ き 取 っ て く だ さ い。 ペ ン ジ ン、 シ

ン ナ ー、 ク レ ン ザ ー な ど で ふ い た り、 た わ し で こ す っ た り し な い で く だ さ い。 変 形、 変 質、 変 色 な

ど の 原 因 に な り ま す。

●１ヵ 月 毎 に漏 電 ブ レー カ ー の機 能を 点 検 し て く だ さ い。

● 凝 縮 器 の フ イ ン を 清 掃 し て く だ さ い。

Ｅコ 箒
ご 不 審 な点 があ り ま した ら、 す ぐお 買 い上 げ の販 売 店 あ る い は 当 社 営 業 所 ま で ご連 絡 く だ さ い。

長 朗 間 使 用 しな い時、 あ る い は 康 真 す る 時

項 目 処置 の しかた

長期 問 使 用 しな い 時 電 源 プラ グを 抜 い て 電源 を 切 っ て く だ さ い。

▲ 危 険
廃 棄す る 時 子 供 が 遊 ぶ よ う な所 に放 置 し な い で く だ さ い。
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修 理 を 依 頼 さ れ る と き は 保 証 １ （別 に 添 付 して あ り ま す。）

万 一 異 常 が 発 生 しま し た ら、 た だ ち に 運 転 を 中 止 し

電 源 ス イ ッ チ を 切 り、 電 源 プ ラ グ を 抜 い て、 お 買 い

上 げ の 販 売 店 あ る い は当 社 営 業 所 ま で ご連 絡く だ さ

い。

（ご連絡いた だき た い内容）

●製品の型式名

●製晶番号

● お 買 い 上 げ年 月 日

保 証 書 ま た は 本 器 に 貼 り 付 けて あ る 銘 板 を ご覧 く

だ さ い 。

● 故 障 の 内 容 （で き る だ け 詳 しく）

サ ー ピ ス マ ン が お 伺 い し た 折 に は
、 必 ず 保 証 書 を ご

提 示 願 い ま す。

● 保 証 書 は お買 い 上 げ の販 売 店 あ る い は当 社 営 業 所

か ら お 渡 し しま す の で、 「販 売 店 名、 お 買 い 上 げ

日」 等 の 記 入 を お 確 か め に な り 保 証 書を 良 く お 読

み の 後、 大 切 に 保 管 し て く だ さ い。

● 保証 期 間 は 「お 買 い 上 げ の 日」 か ら １カ 年 で す。

保証 書 の 記 載 内 容 に よ り 無 料 修 理 い た し ま す。

● 保証 期 間 経 過 後 の 修 理 に つ い て は、 お買 い 上 げの

販 売 店 あ る い は 当 社 営 業 所 に ご相 談 く だ さ い。 修

理 に よ っ て 機 能 が 維 持 で き る 場 合 は、 お 客 様 の ご

要 望 に よ り 有 料 で 修 理 致 しま す。

補修用性能部品の最低保有朗間

ＩＮの 補 修用 性 能 部 品 の 最低 保 有 期 間 は 製 造打 切 り 後

７ 年 で す。 なお 補 修 用 部 品 と は、 そ の 製 品 の 性 能を

維 持 す る た め に 必 要 な 部 晶 で す。

故 障 か な ？ と 思 っ た ら

症 状 ご確 認く だ さ い。

電 源 ス イ ッ チ を 入 れ て も 操 作 パ ネ ル の 表 ● 電 源 コ ー ド が 確 実 に コ ンセ ン トま た は 配 電 盤 に 接 続 さ れ て い ま す か。

示 器 が 点 灯 しな い。 ●停 電 して い ま せ ん か。

● 電 源 ス イ ッ チ を 連 続 的 に 「切」 「入」 を しま す と、 標 示 器 が 点 灯

し な い こ と が あ り ま す。 ２～３秒 待 っ て か ら 入 れ て く だ さ い。

使 用 中 に温 度 が 変 化 す る。 ○ 環 境 温 度 の 変 化 が大 き く あ り ま せ ん か。

○ 試 料 の 量 が 多 す ぎま せ ん か。

● 試料 の 水 分 が 多 す ぎま せ んか。

● 電源 電 圧 が 低 下 し て い ま せ んか。

５７
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型 式 ｌＮ６００ １Ｎ８００

方式 強制送風循環

使用 温度範囲 一１０℃～５０℃

温度調節精度 ※１ ±ｏ．３℃ （冷凍機連統運転 時） ±Ｏ．５℃ （冷凍機連続 運転 時）

±１，ｏ℃ （冷凍機サイクル 運転時） ±１・０℃ （冷凍機サイ クル 運転時）

温度分布精度 ±１．ｏ℃ （ａｔ３７℃冷凍機 連続運転時）

温度到達時間 最高温度

最低温度

２０℃ →５０℃ ３０分 ５５分

２０℃→ 一１０℃ ５５分 ９０分

温 度 制 御 方 式 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に よ るＰＩＤ 制 御

温度設定方式 ▲ ▼キー による デジタ ル設定方式

温度表示方式 緑色ＬＥＤによる デジタル表示

設定、 測定温度切換 メイ ン表示器 に表示 （サ プ表 示器は設定温 度表示）

タ イ マ １～９９時 間５９分 お よ び１００～９９９時 間

タイマ 分解能 １分または１時間

運 転 機 能 定 値 運 転

ブ ロ グ ラ ム 運 転 ： プ ロ グ ラ ム メ モ リ 容 量 内 で 任 意 パ タ ー ン 作 成 可 能、 Ｍ 凧 １６

セ グ メ ン ト （繰 り 返 し、
勾 配 運 転

、
ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ プ）

付 加機能 温度 プリセッ ト機能 （１０点の温度を 記録、 呼び出 し可能）

積算 時間機能 （～４９９９９時間） 、

冷凍機 空 冷全密閉形圧縮機２５０Ｗ 空 冷全密 閉 形圧縮 機３００Ｗ

冷 凍 機 冷 謀 Ｒ－２２

ヒ ー タ 材 質 鉄 一 ク ロ ム ワ イ ヤ ー ヒ ー タ

容 量 ５５０Ｗ ７５０Ｗ

ヒ ー タ 回 路 制 御 ト ラ イ ア ッ ク ゼ ロ ク ロ ス 方 式

フ ア ン 軸 流 フ ア ン

１４／１３Ｗ（５０／６０Ｈｚ） １４／１３Ｗ（５０／６０Ｈｚ）×２

センサ 白金測 温抵抗体

内 槽 ス テ ン レ ス 製ＳＵＳ３０４

内扉 強化 ガラス５ｍｍ厚 強化 ガラス５ｍｍ厚 （上下２分割）

安 全 装 置 自 己 診 断 機 能 （自 動 過 昇 防 止、 温 度 セ ン サ 異 常、 ヒ ー タ 断 線、 メ イ ン リ レ ー

不 良
、 冷 凍 機 異 常、 通 信 異 常

、 時 計 異 常、 オ プ シ ョ ン ア ナ ロ グ 電 圧 異 常、 ト

ラ イ ァ ッ ク シ ョ ー ト、 オ プ シ ョ ン プｉ） ン タ 異 常、 ＲＡＭ 異 常、 ＥＰＰＲＯＭ 異 常）

漏 電 ブ レ ー カ
、 異 常 時 ブ ザ ー 警 報

霜 取 り 機 構 ホ ッ ト ガ ス バ イ パ ス 方 式

手 動 ＯＮ／ＯＦＦ、 タ イ マ 運 転、 サ イ ク ル 運 転

ケー ブル孔 内 径３２ｍｍ （本体 右側面）

内 寸 法 Ｗ ×Ｄ Ｘ Ｈ（ｍｍ） ６００×４７７×５００ ６００×４７７×１０００

外 寸 法 Ｗ ＸＤ Ｘ Ｈ（ｍｍ）※ ２ ７１０×６４５×９１３ ７１０× ω５×１６３０

内 容 積（１） １４３ ２８６

電 源 ＡＣ１００Ｖ１０Ａ ＡＣ１００Ｖ１２Ａ

重さ（ｋｇ） 約８７ 約１３０

付 属 晶
棚 板 ス テ ン レ ス パ ン チ ン グ メ タ ル ３ 枚 ス テ ン レ ス パ ン チ ン グ メ タ ル ５枚

棚 受 ６本 １０本

※１ 周 囲温度２３℃、 槽内３７℃のとき ※２ 外寸法 は突起部を 含まず
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記号 部品名

ＣＴ１， ＣＴ２ 電 流 検 出 器

ＥＬＢ 漏 電 ブ レ ー カ

Ｈ１，
Ｈ２ ヒ ー タ

Ｍ フ ア ン

ＭＶ 電 磁 弁

Ｐｔ 自 金測 温抵 抗 体

ＰＯＷＥＲ２ 電 源 基 板

ＰＬＡＮＡＲ 制 御 基 板

ＰＩ０２ 表 示 基 板

ＲＰ 冷 凍 機

ＳＳＲ ソ リ ッ ド ス テ ー トリ レ ー

Ｔｆ ト ラ ン ス

Ｐ１ 端 子 台

Ｘ１～ Ｘ５ リ レ ー
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．Ｎ６００

記 号 部 晶 名 コ ー ドＮｏ． 仕 様 メ ー カ

ＥＬＢ 漏 電 ブ レ ー カ ２－０６－００５－００１０ ＢＪＳ－１５３ 松 下 電 工

Ｈ１ ヒ ー タ ＩＮ６１Ｓ－４０２３１ ５５０Ｗ／１ＯＯＶ ヤマ ト科学

Ｈ２ ヒ ー タ ＩＮ６００－４００８０ １９Ｗ１００Ｖ ヤ マ ト科学

Ｍ フ ７ ン ２－１５－Ｏ０４－０００５ ４７１５ＰＳ－１０Ｔ－Ｂ３０－１ＯＯ ＭＮＢ

ＭＶ 電 磁 弁 ３－０２－Ｏ０６－０００２ ＳＥＶ－５０２ＢＸＦ（１００Ｖ） サ ギノミ ヤ

Ｐｔ 白 金 測 温 低 抗 体 １－１６－００３－Ｏ０２２ Ｐｔ１００ Ω ヤ マト 科学

ＰＯＷ１…Ｒ２ 電 源 基 板 １－２４－０００－００１１ ハ イ テ ッ ク Ｍ㎝ 型 ヤマ ト 科学

ＰＬＡＮＡＲ 制 御 基 板 １－２４－０００－００５９ ハ イ テ ッ ク Ｍ㎝ 型 ヤマ ト科 学

ＰＩ０ ２ 表 示 基 板 １－２４－Ｏ００－００２８ ハ イ テ ッ ク Ｖ 型ＰＩ０－２Ｌ ヤマ ト科 学

ＲＰ 冷 凍 機 ３－０１－００２－０００３ ＮＵ－２５１－ＡＬＥ 松 下 電 器

ＳＳＲ ソ リ ッ ド ス テ ー ト リ レ ー ２－１６－０００－ＯＯ１０ ＹＬＴ－ＳＳＲ－Ｏｌ ヤ マ ト 科 学

Ｔｆ ト ラ ン ス ２－１８－０００－Ｏ０２２ ＡＣ１ＯＯＶ ヤ マ ト 科 学

Ｐ１ 端 子 台 ２－０７－Ｏ００－ＯＯ１Ｏ Ｆ１１１２－２５０－６－１０Ｐ フ ジ コ ン

Ｘ３ リ レ ー ２－０５－０１２－ＯＯＯ１ ＪＡ１ａ－Ｔ Ｍ－ＤＣ１２Ｖ 松 下 電 工

Ｘ１
，

Ｘ２
，
Ｘ４

，
Ｘ５ リ レ ー ２－０５－０００－００１１ Ｇ２Ｒ－１Ａ－Ｔ－１２Ｖ ＤＣ オ ム ロ ン

ＩＮ８００

記 号 部 品 名 コ ー ドＮｏ、 仕 様 メ ー カ

ＥＬＢ 漏 電 ブ レ ー カ ２－０６－００５－００１０ ＢＪＳ－１５３ 松 下 電 工

Ｈ１ ヒ ー タ ＩＮ８００＿３０６００ ７５０Ｗ／ＡＣ１００Ｖ ヤマ ト科学

Ｈ２ ヒ ー タ ＩＮ８１Ｓ－４０４８０ ５４Ｗ／１００Ｖ ヤマ ト科学

Ｍ フ ア ン ２－１５－００４－０００５ ４７Ｉ５ＰＳ－１０Ｔ－Ｂ３０－１ＯＯ ＭＮＢ

ＭＶ 電 磁 弁 ３－０２－００６－０００２ ＳＥＶ－５０２ＢＸＰ（１００Ｖ） サ ギノ ミヤ

Ｐｔ 自 金 測 温 低 抗 体 １・１６－００３－００２２ Ｐｔ１００Ω ヤマ ト科学

ＰＯＷＥＲ２ 電 源 基 板 １－２４－０００－００１１ ハ イ テ ッ ク ＭＣＲ 型 ヤマ ト科学

ＰＬＡＮ ＡＲ 制 御 基 板 １－２４－０００－００５９ ハ イ テ ッ ク ＷＣＲ 型 ヤマ ト科学

ＰＩ０ ２ 表 示 基 板 １－２４－０００－００２８ ハ イ テ ッ ク Ｖ 型ＰＩＯ－２Ｌ ヤマ ト科学

ＲＰ 冷 凍 機 ３－０１－００２－０００４ Ｎ Ｕ－３０１－ＡＬＥ 松 下 電 器

ＳＳＲ ソ リ ッ ド ス テ ー ト リ レ ー ２－１６－０００－００１０ ＹＬＴ－ＳＳＲ－０１ ヤ マ ト 科 学

Ｔｆ ト ラ ン ス ２－１８－０００－００２２ ＡＣ１００ Ｖ ヤ マ ト 科 学

Ｐ１ 端 子 台 ２－０７－０００－００１０ Ｐ１１１２－２５０－６－１０Ｐ フ ジコ ン

Ｘ３ リ レ ー ２－０５－０１２－０００１ ＪＡ１ａ－Ｔ Ｍ－ＤＣ１２Ｖ 松 下 電 工

Ｘ１，Ｘ２，Ｘ４，Ｘ５ リ レ ー ２－０５－０００－ＯＯ１１ Ｇ２Ｒ－１Ａ－Ｔ－１２ＶＤＣ オ ム ロ ン

６０



ク
． 一

本 器 の コ ン ト Ｄ 一 ラ は 表 示 器 と し て７ セ グ メ ン トＬＥＤを 使用 し て い ま す。 表 示 の 意 味 等 を 以 下 に 一 寛 しま す。

な お、 棲 種 に よ っ て は 表 示 さ れ な いも の も あ り ま す こ と、
ご 諒 承 下 さ い。

記号 表示文字 表示 している 文字等 表示 の意 味

Ａ 恥 ｎ ６
口ｂＩｌｄ

８ｂｎｏｍ ｄ∈ｎｄの 晧
ア ペ ン ド： 瞬 停 な ど が あ り 正 常 な 終 了 で な い

舳 ｒ と ■ｂ“

８ｂｏ“の略
ア ポ ー ト： 強 制 運 転 停 止 棲 能

月 “
后 ●ｏｏπ一

・㏄ ｍｕＩ^一ｉ㎝ の 略
積 算 時 間

肥 と ρ
■・“ Ｐ
・口ｔＯ・岬 の 暗 ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ ブ

Ｂ ６εε ρ ｂ”ｐ ピーブ：ブザー音

と Ｕ ” ｂ凹ｓｙ 転 送 中 ： ブリ ンタ ヘ の デ ー タ 転送 実行 中

Ｃ に ｈ れ
ｃｈ．＊ ＊

ｏｈ８㎜ｏヒ８ｒ＊ ＊ の 暗
文 字 印 刷 モ ー ド

＊ ＊ は０１（１分 単 位）１０（１０分 単 位）６０（６０分 単 位） の３種 頚

に と Ｏ ＾ ｏ１ｏｋ

ｄ㏄ｋの 暗
時 間 ： 日 付 ・ 時 間 設 定

に Ｏ 肌
ＣＯｍ．１

ｏｏｍｍ口㎞０８０㎝ １㏄ｋｏｕエの 略
通 信 ロ ッ ク ア ウ ト 棲 能 の 設 定 ／ 解 除

ε Ｏ ｎ と
ｏｏｎ【

ｏｏｎ㎞口ｏの 看
冷 凍 椴 連 続 運 転 モ ー ド

ζ 北 と
ｏｙｏ１

Ｃｙｄ・の 略 清 凍 棲 サイ ク ル 連 転 モ ー ド

Ｄ
〃 〃

ｄ口ｍｐ
ｄ・ｍ 阿 の 略

オ ー ト ダン パ 樵 能

北 北

ｄ．ｏｙｏ

ｄ・ｆ 耐 ｃｙｏｌ・の 略
サ イ ク ル 除 霜 運 転 モ ー ド

６ ε 戸
ｄｏｆ

ｄｏｆ醐一の 略 除霜 逗 転 様 能

６ ε 舳
ｄ８仁ｗ

ｄＯｆｒ０５－Ｗ 小 の 略
除 霜 運 転 後 の 待 俊 期 間

６ ε と
．

ρ
ｄｏ１．ｐ
ｄ・１舳 Ｐｍ９・・ｍの 略

ブ ０ グ ラ ム の 削 除

６ ‘ ５ １コ
ｄ１５ｐ
ｄ１・ｐｌ・ｙの 略

表 示 切 換 選 択 モ ー ド

６ ０ ０ ｒ
ｄｏｏｒ ド ア オ ー ブ ン

〃 舳
ｄｐ・＊ ‡

ｄ・ｍ 阿 舳 の 略
セ グ メ ン ト ＊ ＊ の ダ ン パ 開 度

ε ∩ ｄ
Ｏ－１ｄ

１…
エ ン ド ： ブ ロ グ ラ ム の 終 了 設 定

ε ｒ れ
εｒホ ‡

Ｇπｏｒ‡ ＊ の 略
エ ラ ー （巽 常） 香 号

・一Ｅ＝＝＿＿＿＿ ＊ ＊

ε ５ ε
０５Ｃ

醐 仰 の 専
ヱス ケ ー ブ様 能 （椴 能の 選 択 を途 中 で 止 め る 時 や

ブロ グラ ム 入力 ・ 編 集 をや り 直 す 時 の 棲 能）

戸 月 ｎ
‘ “ フ ア ン

Ｐ

戸 パ ・
ｆｎ．ホ ‡

ｆ㎜ ‡ ホ の 略
セ グ メ ン ト ＊ ＊ の フ ァ ン 樵 能

戸 肌 し ｆｕＨ ブリ セ ッ トの 温 度登 録 数 が渦 杯

ε 趾
仁Ｗ－
ｆｏｒｏｏｄｗ■ｉｌの暗

強 制 ウ エ イ ト

（停 電 復 帰 後 強 制 的 に ウエ イ ト に な る 状 態）

Ｇ ε ｒ 冊 “ ・Ｐ

９岬 ㎞・の 崎
グ ラ フ イ ッ ク 印 刷 モ ー ド

片 ０ と ｄ
ｈｏｌｄ

Ｈ

ホ ー ル ト 椴 能 タ イ マ を 停 止 し、 そ の 時 点 で の

コ ン ト ロ ー ラ の 状 態 を 保 持 す る 援 能）

■
ん ｒ

．
ｎ ∩

ｈｒ．１１，ｎ

ｈｏ肌 ｍｉｍ 蛇 の 暗

時 刻 ： 時 ・ 分 設 定

Ｉ ’月 “
ｉｍｍｄ

㎞ 刷ｄｉ“１ｙの 略
即 値 印 刷 モ ー ド

川 と ｒ
ｉ舳ｒ
㎞１舳■１の略

時 間 間 隔 ： Ｏ Ｏ 時 間 ○ ○ 分 又 は ○ ○ ○ 時 間

６１



ク
。

：

記号 表 示文字 表示 している文 字等 表 示の意 味

Ｌ い ５ と

乙 Ｏ ε 月

Ｉｉ“

１ｏｏｋ

ブ ロ グラ ム リ ス ト印 刷 モ ー ド

パ ネ ル キ ー ロ ック

Ｍ ｛ ”
ｍ ｎ．ｄｙ

ｍ ㎝心．ｄ８ｙの 喀
日 付 ： 月 ・ 日 設 定

Ｏ
○ 戸 戸 ｏｆｆ オ フ ： 樵 能 を 使 用 し な い

Ｏ ∩ ０ｎ
オ ン ： 棲 能 を 使 用 す る

Ｐ ρ ｒ 榊
■

ｐｒホ ＊

ｐｍ 岬 ｍ れ の 暗
ブ１コ グ ラ ム 香 号

■τ：＿＿＿＿ ＊ ＊

ρ 川 と
ｐ川一

ｐｄ・ｔの略
プ リ ン ト （印 字） 棲 能

ρ ｒ Ｏ σ
Ｐ『ｏｇ

Ｐ・ｏ岬 ｍの 略
ブ ロ グ ラ ム

ρ （ ５ σ Ｐ「５ｇ

ｐｒｏ岬 叩 ６阿ｏ・一の 喀
実 行 ブ ロ グ ラ ム、 実 行 セ グ メ ン ト

趾 〃 Ｐ・一ｍｐ

ｐ固ｅ｝ｍド祠㎜記の 暗
プ リ セ ッ ト 温 度

ρ 出 ρ ｐ口ｍｐ ポ ン ブ

Ｒ
ｒ
． “ と

ｒ．ＣＩｕ

ψ ａｌｃｏ㎜一の 喀

リ ピ ー ト 回 数

ｒ ｄ ゴ
ｒｄｙ

㎜ｄｙの略
準 備 ： ブリ ンタ ヘ の 転 送 可 能 状態

ｒ ε 肌 ｒｏｏｌ

㎜ 川皿６の 略
実 時 問 （時 刻） ：Ｏ Ｏ 時 ○Ｏ 分

ｒ ε 戸 ｒ
ｒ６ｆｒ

爬 晦 ｅｒａ〔ｏ【の■各 冷 凍 棲 運 転 擾 能

ｒ ε Ｐ
『ｏＰ

爬 卿一の 略
リ ピ ー ト 命 令 モ ー ド

ｒ ε ５ と
ｒ０５【

脳 “ｍ８の 略 残 り 時 間

ｒ 乙
．

舳
｛＊＊

㎜ ｐｌ㈹１ 榊 の略

セ グ メ ン ト＊ ＊ の フ ン ブ レペ ル

（目 標 設 定 温 度）

∴ ５ と ｒ
ｒ．５ｔｒ

岬 舳 ５１舳 の 略
リ ピ ー ト の 開 始 セ グ メ ン ト

ｒ ５ “
『５ｕ耐

㎜ ｍ８の略
停 電 復 帰 後 の 逗 転 を 停 止 しな い

ｒ い ・
ｒＬホ ＊

㎜ ｐｌ㎞・＊＊ の 暗

セ ク メ ン ト ＊ ＊ の フ ン ブ 時 間

（ラ ン ブ レ ペ ル に 到 違 す る ま で の 時 間）

〔 と ‘ 后 ｒ．ｔｉｍ

脳Ｉ一㎞６の 略 実 時 問 （時 刻）

Ｓ ５ い ・ ５ｇ．＊ ＊

５ｅｇｍ 舳 ＊ ‡ の 略

セ グ メ ン ト 香 号
・１＝二＿＿＿ ＊ ＊

５ と れ ５Ｌ＊ ＊

５００ｋｄ 冊 ＊ ＊の 略

セ ク メ ン ト ＊ ＊ の ソ ー ク 時 間

（ラ ン ブ レ ペ ル 保 持 時 間）

５ と ε ρ ５“ｐ フ ル パ ワ ー 上 昇 ・ 下 降

５ 〃 ε ５ｕ『Ｏ 確 認 ： 強 制 運 転 停 止 の 実 行 確 認

Ｔ と ε 月 ρ 一ｅｍｐ

屹ｍ 阿 舳ｕｒｅの 略

温 度

と 川 ε ｔｉｍｏ 時 間

と 川 ｒ
ｔ三ｍ ｒ

一㎞ 甘の 略
タ イ マ ー 除 霜 運 転 モ ー ド

Ｗ 朗 Ｉと ｗ 三^一 ウ エイ ト 機能 （ラ ン ブ レペ ル を 基津 と した 一 定 範

圏 内 の 温度 を 設定 さ れた ソ ー ク 時 間 保 証す る 俊 能）

趾
．

・ ・ Ｗｔ．＊ ＊

Ｗｄｔ＊ ＊ の 略
セ グ メ ン ト ＊ ＊ の ウ エ イ ト 援 能

Ｙ ３ε 糾 ｙ８“ 年代

６２



・ ■

．
園星き度

＿

異 常 ’リ モ ー ト 表 示
一１！

メ イ ン 表 示

← ≒ 旧
、． サブ表示

運転メニュー表示ランプ ー 一 十 ｛ 鶉１Ｌ
、

運講一１一一 」与弓 ψ ラ 丁 一 紬 ■キ’

ア ツ プ ダ ウ ンキ ー

実行キー

Ｌ
一一

素 行 １ｊト ー ノ 」

運 転 メ ニ ュ ー

押す ブ □ グラ ム 運転 を 行 う

（注〕あら か じめ 機 能
メ ニ ュー 中 の プ

ロク ラム に 設 定

を し な いと 連 転

定 値運転

定 値運 転で の 温

慶設定を行う

サフ表示

でき ませ ん

運転
メ ニ

キー

日回押 す

設定温度の

表 示

プ ロ グ ラ ム

運転

メイ ン 表 示

▲ ▼キ ーで

温度設定

実 行 でき る

ブロ グラ ム

Ｎ ｏ の 表 示

▲ ▼ キー で プ ロ

グ ラ ムＮＯ 選択

十実 行キ ー

［珂 匹司
この 場合 何 こ の 場 合何

分 後 にス タ 時 何 分 にス
ート さ せる タ ー ト させ

ζいう時閤 る妄いう時
設定 刻設定

実行 キー

▲▼ キ ー て

時間／時刻設定

実行キー

実 行 中の 定値 運 転を 希 望 時 閤 経 過 後 に 停 止 さ

せる

運 転メ ニ ュ ー

２回押 す

貼げ
オ ー トス トッ プ（Ａ．６ＴＰ）点 滅

楽 メ イン 表 示に プ ロ グラ ムＮｏか 出

た 時は ▲▼ キ ー を 押し Ａ． ＳＴＰ

を選択する

案行キー

［王［重
こ の 場 合何 こ の場 合 何

分 後 に 終了 時 何分 に 終
さ せる と い 了 させ る と

う 碕 閤 設定 い う時 刻 設

定

▲▼ キ ー で晴 間ノ時棄■」設定

実行キー

機 能 メ ニ ュ ー

定値連転
と躬ρ

キ ー
ｒ．

止 旧 実行キー

山 ５Ｐ 実行キー

サ プ表 示 切替 プロ グ ラム 運転

固定ｏ置転およσ ブ回 グラム■転 のみ表示

登録カ、９ 点 以下

温度
▲▼

案 跨間
▲▼

ｒ 臼と キー
ｒ上 ｍ

キー
ρ〔５ε

キー

残り時間

趾 月１コ

プリ セ ッ ト 温ｊ婁

実行 キー

案時間

実行キー

▲ ▼キ ー で 温度 設 定

ａ朋田

会工議 議し匝 回

実 行 中 プロ グラ
ムセ グメ ン ト

案 行キー

と 昂 ρ
キ■

。． ｍ と 実行キー

温慶 残りリ ピート回数
（注）ｒ 口ｎｔはリ ピー ト運 転

申 しか 止ま りま せ ん

▲ ▼キ ー と 温度 設定

登録 がｌＯ点 以下

ρｍε 別紙フＤ一
楽 サ プ表 示 蜷 サ プ 表示

実行キー

プロクラム設定

注 プロ グラ ムが 入力 さ れ てい な い と 表示 され ま せ ん

韮げ
プＤグラム削除

ｄ肝
除霜運転モード

実行キー ⑪ ⑰

撫 サ プ表 示は 既 存 ブ 削 除す る プ ログ

ロ グラ ム 数と 残 り ラ ムＮｏ選 択

セ ク メ ン ト 数表 示

案行キー

実行キー

プリ セ ッ ト温 度 呼ぴ 出 し方

▲▼ キ ー で呼 ぴ出 し

同 時１こ１ 秒

以上押 す
蝋 プロ グラ ム 入カ、 編集 時｛メ イ ン表 示〕

０戸Ｆ 〔 士 し と 旧ｒ

除３運転晴間を任 除３連転を行う
意１こ設 定 し行 う 固 定１１口分 閤
１サイク ル除霜運転）

土士

実 行キー

実行キー

除黒運転在
しない

０ ∩

▲ ▼ キ ーで 連 転

時間設定

実行キー ○ 序

サイク ル除器運転 の時闇設定

白 直
Ｉ

転 の 場 合の み 表 示

▲ ▼キ ー で停 止

時間設定

▲ ▼ キ ー

に 士し

サ イク ル連 転
回 定１１２分 間運 転 ・

実行キー

繰 除３ 逮 転／停 止跨 閤 は１ 分 ｝９筥

時間５９分｛１分単位〕又は ｌＯト

９９９時間（１時閤単位で設是司能〕

ｒ 肝 ｒ 実行キー ・ 序

停止
冷；東機の運転モード

注 白値 転 およ ぴ プ □グ ラム 運 転 中の み 表 示

と ‘
κ 実行キー ｍと・

時間の場合
時間・時刻の 切奮

▲ ▼ キ ー

に ０ｎ止

連続運転

▲▼キー
。 ε 肌

跨裏１」の場 合

▲ワキー

○ 肝

キー入力を
受付る

実行 キー

実行キー

３分問停止

と０〔后 案行キー ｏｎ

キ ー 入力 を

受 付 な い

実行キー

ロ ツ ク憺 能

ｂ匪戸 実行 キー ｏ ｎ

異篇薫鳴る

▲ ▼ キ ー

０印

異篇音膿らな い

実行キー

ビープ携能

月
〔 〔 ｎ 表 示 実行キー 表 示 実行キー

サ プ表 示器 に 表 示 メ イ ン表 示 器 に表 示
積真時閤計

注 ク イ ック オ ー トス ト ッ プ運 転 プロ ク ラム 達 転 案行 中 及 ぴ プ□ グラ ム 運転 の 開始 待 機状 態 での み 呼 出 し可 能

μ Ｏ 〕 実行キー ・∩
▲馬キー ・ 序 実行キー

ホ ー ルト＝設 定 ホ ール ド 解除
ホールド後能

冊 証 実行キー 則 ・ε
萬確認

強制連転停止

固定ｏ置匡およぴプログラム連転中のみ表示

仁０泓 粋 叶 ｍ
設定

通信ロックアウ ト（擦準外 付属品〕

▲▼キ ー

実行キー

解除

○ 序 実行キー

にと０月 実行 キー 蛇 ρｒ
実行キー ＾出目

▲ ▼キ ー で 月 ・日 設 定

実 行キー 片 ｒ．
片 ｎ 実行キー

時計機能

ε５に
エスケーブ機能

実行キー

▲ ▼ キ ーで 西麿 設定

呼 出 し中 断 や り 直し に

便 用、 も と あ 函面 に戻 す

▲▼ キー で 時 刻設 定

６３



異 常 ・

化 一 ，定■度

リモＩト表示 † †二： 〔 二 士
＿！１

運転メニュー表示ランプー 一 Ｔ Ｔ 篶＝：Ｌ ← ＝ ■

運転メニー一キー → ヨ■一ラ こ

実行キー （ … ）

メ イ ン 表 示

サ プ表示

一 ÷一十一一一一 機能メニュ ーキー

じ１
アツ プ ダ ウ ン キ ー

■

セ グ メ ン ト 構 成・・…・次 の 項 昌 か らな り、 必 す こ の 手 順 で入 カ

し ま す。
機 能キー

揮す

操作中繭の 状能へも どすには

機能キーを 押す

押 し た 回数 だ け 前 の 状 能 へ も ど る

＠ ◎ キー

温度

２
．
ラ ン プ レ ベ ル

３。ソ ーク タ イ ム１

Ｈ 時問
１

．
ラ ン プ タ イ ム

ノ
．

［≡亘 ］ ランプタ１ムー上昇させる時間

２
．

［三 〔 ］ ランプ！ペルー１的１する温度

丑 匪二

４．匝〔］

ソ ーク タイ ム ＝ ラン ブ レペ ル を保 持 する 時 閤

ウ エイ ト機 能＝ ソー ク タイ ム を時 間 優 先 で行 う

（０ＦＦ〕 かラ ン プ レペ ル での 処

理時聞を保持する（０Ｎ）か選択

ケ 匠 ］ 鐸繋転 ＣＹ ＣＬ＝ サイ ク ル運 転

ρｒｏｃ

田
＠ ◎ キー

ρ〔 １

匿
＠ ◎ キー

５仁 １

田
＠ ◎ キー

ｒと １

田
＠ ◎ キー

ｒ Ｌ
．

１

田
＠ ③ キー

５と

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 呼 出 ・ 選 択

保 存 す る プロ グ ラ ム ナ ン パ ーの 選 択

セ グ メ ン ト ナ ン パ ーの 表 示

書 き か え な どの 時 は書 き か えた い セ グ メ ン ト ナ ン バ ー を 選 択

働初めてチｏグラムを 入カする ｝＝は最示きれ竈せん．

ラ ン プタ イ ム 入 力

注） フルパワー上昇／下降 は ５とερ を選択

ラ ン プレ ベ ル 入 カ

ソ ー ク タ イ ム 入 力

注） ソ ー ク 時 間 が な い〔す ぐ 次 の 温 度 か ら 変 化 さ せ る）場 合 は
“
口

｝
を

入 力
、 保 持 す る 時 は Ｈｏ土 ｄ を 選 択

＠ ◎ キー

此 ウ エ イ ト 機 能 を 選択

＠ ◎ キー

ｒ戸 冷凍 機連転 選択

＠ ◎ キー

班 ～
田
＠ ◎ キー

｛ ～
困
＠ ◎ キー

戸凧 ～

琶
＠ ◎ キー

ρ〔 １

次 の セ グ メ ン ト ナ ン バ ー が 表 示

注〕 リピー トさ せた い場合は この 時に ▲▼キ ーで ｒ ερ を 表示さ せ案 行

キ ーで 選択 した後、 リ ピー トさせ るセ グメン トナ ンパー リ ピー ト 回数 の

順 に入 力す る 楽次 のセ グメ ン ト内容 を同様 に全 て入力 する

全 て 入 カ し お え た ら

ラ ン プ タイ ム で ’≡ｎｄ を 選 択 し て 実 行 キ ー を 押 す

ブロ グ ラ ム 運 転 終 了 後 の フ ァ ン の 運 転 の

Ｏ Ｎ／０ ＦＦを 設 定 し て 下 さ い

設定 終了です

機 能 キ ■ で εｎ ｄ を 選 択 し 実 行 キ ー を 揮 す と 元 の 状 能 に も ど りま す

６４



本取扱説明書で使用 する 重要警告事項は、 そ の危険の程 度、 内 容により

次 の よ う に シ ンボ ルマ ー ク を 使 い 分 けて いま す。

▲ 危 険

人身事故 防止用

遵守 しないと人 身事 故が発生し、 場合によっ ては、 重 大事故の 可能性 が

あ る 。

△ 注意

製品 自体の損傷 防止用

遵 守または矯正 しないと製品自 体の損傷 あるい は試料の損傷 にいたる 可

能 性 が あ る。

ま た、 操 作 ・ 保 守 に お い て 知 っ て お く と 得 な 製 品 の 性 能 や 誤 り 易 い ミ ス

に 関 す る 事 項。


